
１１
月
２７
日
�
は
、
大
阪
府
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
今
回

の
選
挙
は
、大
阪
府
の
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

当
日
、
行
楽
地
へ
出
か
け
る
方
は
、
投
票
を
済
ま
せ
て
か
ら

出
か
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
当
日
投
票
に
行
け
な
い
方
は
、
期

日
前
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
（
２
面
表
�
参
照
）。

投
票
で
き
る
方

平
成
３
年
１１
月
２８
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
日
本
国
民
で
、
平
成
２３
年
８
月

９
日
ま
で
に
市
内
に
住
所
が
あ
り（
住

民
届
を
し
て
い
る
こ
と
）、
引
き
続
き

住
ん
で
い
る
方
で
す
。

な
お
、
平
成
２３
年
８
月
１０
日
以
降

に
大
阪
府
内
の
他
の
市
町
村
か
ら
東

大
阪
市
に
転
入
届
を
し
、
引
き
続
き

住
ん
で
い
る
方
で
前
住
所
地
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、

前
住
所
地
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
、
東
大
阪
市
ま
た
は
最
寄
り

の
市
区
町
村
が
発
行
す
る
「
引
き
続

き
大
阪
府
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の

証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

※
２
面
に
続
く

◇
問
合
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

０
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４
３
０
９
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１１月２７日�投票日当日の
投票時間は午前７時から
午後８時までです。

２大阪府知事選挙

３人事行政の運営状況

４医療費が高額のときは申請を

６・７文化・体育の振興に貢献した
団体・個人を表彰
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古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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１１
月
２７
日
�
は
、
大
阪
府
知
事
選
挙
の
投
票

日
で
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
い
か
す
た

め
に
も
、必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

当
日
投
票
に
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票

（
表
�
）
が
で
き
ま
す
。

市
内
で
転
居
し
た
方

市
内
で
住
所
を
変
え
た
方
の

う
ち
、
１０
月
２８
日
�
ま
で
に
転

居
届
を
し
た
方
は
、
新
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。１０

月
３１
日
�
以
降
に
転
居
届

を
し
た
方
は
、
前
住
所
地
の
投

票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

府
内
の
市
町
村
へ

転
出
し
た
方

平
成
２３
年
８
月
９
日
以
前
に

新
住
所
地
に
転
入
届
を
し
、
新

住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
は
、
新
住
所
地

で
投
票
で
き
ま
す
。
東
大
阪
市

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
、
平
成
２３
年
８
月
１０

日
以
降
に
東
大
阪
市
か
ら
大
阪

府
内
の
市
町
村
に
住
所
異
動（
大

阪
府
内
の
市
町
村
間
で
１
回
に

限
る
）
を
し
た
方
は
、
前
住
所

地
（
東
大
阪
市
）
で
投
票
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
最
寄
り
の

市
区
町
村
ま
た
は
東
大
阪
市
が

発
行
す
る
「
引
き
続
き
大
阪
府

内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

府
外
へ
転
出
し
た
方

投
票
日
ま
た
は
期
日
前
投
票

日
ま
で
に
他
府
県
に
転
出
し
た

方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
の
注
意

【
投
票
用
紙
】

あ
さ
ぎ
色
地
の
紙
に
黒
色
文

字
の
投
票
用
紙
を
使
用
し
ま
す
。

【
投
票
方
法
】

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の

氏
名
を
は
っ
き
り
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。
氏
名
以
外
に
記
号
や

雑
事
な
ど
を
記
載
す
る
と
無
効

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
代
理
投
票
】

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
、

自
分
で
字
を
書
く
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
「
代
理
投
票
」
が
で

き
ま
す
の
で
、
投
票
所
受
付
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
の
秘
密
は
必
ず
守
ら
れ

ま
す
。

【
点
字
投
票
】

目
の
不
自
由
な
方
は
「
点
字

投
票
」
が
で
き
ま
す
の
で
、
受

付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
に
は
「
点
字
に
よ
る

候
補
者
名
簿
」
を
備
え
て
い
ま

す
。【

手
話
通
訳
者
の
派
遣
】

投
票
日
に
、
投
票
所
に
お
い

て
手
話
通
訳
が
必
要
な
方
は
、

事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
手
話
通
訳

者
を
派
遣
し
ま
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
郵

便
で
各
家
庭
に
送
付
し
ま
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
載

し
て
あ
る
投
票
所
を
よ
く
確
か

め
、
間
違
っ
た
場
所
に
行
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

届
か
な
か
っ
た
り
、
紛
失
し

た
り
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投

票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で

そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
所
入
場
整
理
券

を
持
参
し
た
方
に
も
、
選
挙
人

名
簿
と
の
対
照
に
間
違
い
が
生

じ
な
い
よ
う
氏
名
な
ど
を
確
認

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

選
挙
公
報
の
配
布

各
候
補
者
の
政
見
な
ど
を
掲

載
し
た
「
選
挙
公
報
」
を
１１
月

１４
日
�
か
ら
順
次
各
家
庭
に
配

布
し
ま
す
。
投
票
日
が
近
づ
い

て
も
届
か
な
い
と
き
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
へ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。す
ぐ
に
お
届
け
し
ま
す
。

な
お
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
に
も
備
え
置
き
ま
す
。

ま
た
、
目
の
不
自
由
な
方
の

た
め
に
「
点
字
版
選
挙
公
報
」

ま
た
は
「
朗
読
テ
ー
プ
」
を
希

望
者
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
申

込
み
は
お
早
め
に
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
一
度
申
し
込
む
と
、
今
後

選
挙
が
あ
る
た
び
に
送
付
し
ま

す
。

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
、仕
事
や
用
事
、

行
楽
な
ど
の
た
め
、
投
票
所
で

の
投
票
が
で
き
な
い
方
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

入
場
整
理
券
（
届
い
て
い
れ

ば
）を
持
っ
て
、表
�
の
期
日
前

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
所
で
は
、「
宣
誓

書
」
に
住
所
、
氏
名
、
当
日
投

票
所
に
行
け
な
い
理
由
な
ど
を

記
入
す
る
だ
け
で
、
簡
単
に
投

票
が
で
き
ま
す（
印
鑑
は
不
要
）。

投
票
所
は
禁
煙

投
票
所
内
は
禁
煙
で
す
。
特

に
市
立
学
校
園
は
敷
地
内
全
面

禁
煙
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

指
定
病
院
・
施
設
で
の

不
在
者
投
票

表
�
の
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
入
院
ま
た
は
入
所
し
、

投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い

方
は
、
あ
ら
か
じ
め
施
設
に
申

し
出
れ
ば
、
そ
の
施
設
内
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
市
外
の
施
設
で
あ
っ

て
も
指
定
施
設
で
あ
れ
ば
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
の
施
設
ま
た
は
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
介
護
保
険
の
被
保
険

者
証
を
持
っ
て
い
て
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に
限
り
、

「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」

が
で
き
ま
す
（
た
だ
し
点
字
投

票
は
で
き
ま
せ
ん
）。

事
前
に
「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」の
交
付
が
必
要
で
す
の
で
、

ま
だ
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

や
有
効
期
限
が
切
れ
る
方
は
、

１１
月
２３
日
�
午
後
５
時
ま
で
に

選
挙
管
理
委
員
会
へ
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
身
体
障
害
者
手
帳

▽
両

下
肢
、
体
幹
の
障
害
ま
た
は
移

動
機
能
の
障
害
の
程
度
が
１
級

・
２
級

▽
心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
の
障
害
の
程
度
が
１
級
・

３
級

▽
免
疫
ま
た
は
肝
臓
の

障
害
の
程
度
が
１
級
〜
３
級

◇
戦
傷
病
者
手
帳

▽
両
下

肢
ま
た
は
体
幹
の
障
害
の
程
度

が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま

で

▽
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、

肝
臓
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項

症
か
ら
第
３
項
症
ま
で

◇
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

▽
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
【
代
理
記
載
制
度
】

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

の
対
象
者
で
、
さ
ら
に
次
の
要

件
に
も
該
当
す
る
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
届

け
出
た
選
挙
権
の
あ
る
代
理
人

の
記
載
で
、
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。要
件
は
、身
体
障
害

者
手
帳
を
持
っ
て
い
て
上
肢
ま

た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
１

級
の
方
、ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳

を
持
っ
て
い
て
上
肢
ま
た
は
視

覚
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症

か
ら
第
２
項
症
ま
で
の
方
で
す
。

滞
在
地
で
の

不
在
者
投
票

市
外
に
滞
在
し
て
い
る
場
合

は
「
不
在
者
投
票
宣
誓
書
・
請

求
書
」
で
選
挙
管
理
委
員
会
へ

不
在
者
投
票
の
請
求
を
し
て
い

た
だ
く
と
、
投
票
用
紙
な
ど
を

滞
在
先
ま
で
郵
送
し
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
市
区
町
村
選
挙
管
理

委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
で

の
や
り
取
り
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
不
在
者
投
票
宣
誓
書
・

請
求
書
」
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

投
・
開
票
速
報
な
ど

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

各
投
票
所
の
案
内
地
図
な
ど

選
挙
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
選
挙
当
日
に
は

投
・
開
票
速
報
も
掲
載
し
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
請
求
・
問
合
せ
先

選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局

０
６

（
４
３
０
９
）
３
２
８
８
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
４
９

表� 不在者投票指定施設（市内）名一覧（５０音順）
ベルフラワー

牧野病院

弥刀介護老人保健施設

弥刀中央病院

みのわの里

musubi

恵の里

メルテルホーム

八戸の里病院

ラプラージュ

レーベンズポルト

緑風館

六万寺園

YMCAサンホーム

若草第一病院

和久田苑

渡辺病院

玉串すみれ苑

玉美苑

長田の里

ながはら病院

なるかわ苑

南荘の郷

布市福寿苑

ビオスの丘

東大阪生協病院

東大阪山路病院

東大阪養護老人ホーム

向日葵

枚岡の里

枚岡病院

福寿苑

藤井会リハビリテーション病院

プレジャーライフ

クルーヴ布施

ケアハウス喜里川

ケアハウス春光園

ケアハウスノーブル

ケアハウスひらおか

恵生会病院

弘生会病院

鴻の里

小阪産病院

小阪病院

阪本病院

四条の家

春光園

市立総合病院

千寿園

竹井病院

たちばなの里

アーバンケア

アーバンケア稲田

アーバンケア島之内

アーバンケア御厨

アミーユ新石切

アミーユ東大阪日下

アンパス東大阪

イースタンビラ

池田病院

石きり

石切生喜病院

ヴァンベール

ヴェルディ八戸ノ里

河内総合病院

きずり逢花苑

喜馬病院

救護施設フローラ

表� 期日前投票所

と こ ろ

市役所本庁舎１階多目的ホール（荒本駅西へ約４００ｍ）

旭町庁舎３階会議室（瓢�山駅北へ約７００ｍ）
文化会館１階中公民館会議室１（若江岩田駅北東へ約９００ｍ）

市民会館１階展示室（河内永和駅南東へすぐ）

※期日前投票は住んでいる市内の地域に関係なく、上記のどの投票場所でも投票できます。

と き

１１月１１日�～２６日�
午前８時３０分～午後８時

１１月２０日�～２６日�
午前８時３０分～午後８時

対象

全有権者

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪
府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

１１１１
月月
２２７７
日日
��
午午
前前
７７
時時
かか
らら
午午
後後
８８
時時
まま
でで

明るい選挙のイメージキャラクター

「選挙のめいすいくん」

（２）平成２３年１１月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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○常勤職員数の推移（各年４月１日現在）

平成２２年度の市職員の人数や給与、福利厚生事業な

どの概要は次のとおりです。くわしくは市ホームペー

ジをご覧ください。

■問合せ先 職員課 ０６（４３０９）３１１４、�０６（４３０９）３８６３

○人事評価制度の概要

平成９年度から人事評価制度を実施し、能力に応じた職員の適正配置や人材

育成などに活用し、これからのまちづくりを担える人材の育成を図っています。

なお、平成２０年度から評価者面談の導入などの見直しを行いました。

○福利厚生などの現況

地方公共団体は地方公務員法により、職員の福利厚生の計画を樹立し、実施

することが義務付けられており、本市では東大阪市職員厚済会で福利厚生事業

を行っています。

○公平委員会

公平委員会は、地方公務員法第７条第２項の規定により設置されており、そ

の権限は同法第８条第２項で定められています。おもな内容は次のとおりです。

�職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求を審査・判定
し、必要な措置を執ること

�職員に対する不利益な処分についての不服申立てに対する裁決または決定
をすること

�職員の苦情を処理すること

○勤務条件に関する措置の要求および不利益処分に関する不服申
立て

勤務条件に関する措置の要求および不利益処分に関する不服申立てはありま

せん。

○勤務時間（平成２３年４月１日現在）

月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）午前９時～午後５時３０分（うち休憩４５分）。

※公務の事情により、特別の形態によって勤務する必要がある職員の勤務時間は、

別に割振りを定めています。なお、再任用短時間勤務職員、一般職非常勤職員は常勤

職員の勤務時間より短い時間になります。

○分限および懲戒処分（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）

分限処分は心身の故障のため２２人が休職で、懲戒処分は道路交通法違反のため１人

が停職となっています。

○年次有給休暇の取得状況（平成２２年１月１日～１２月３１日）

制度概要は、１年において２０日の範囲内（２０日を限度に翌年に繰越し可）で、平均

取得日数は１３日です。

○職員研修の状況（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）

○採用・退職（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）

一般職
非常勤職員

０人

１５人

※他団体への派遣などは退職者数に含んでいません。

再任用短時間
勤務職員

１５８人

４３人

常勤職員

２２５人

１９２人

０人

１０５人

０人

区 分

採用者数 ３８３人

定年退職

勧奨退職

普通退職

その他

退職者数
３５５人

○人件費（平成２２年度一般会計決算） （千円）

人件費率
（B/A）

１４．７％

０．６％

０．６％

※常勤職員には教育長が含まれています。

人件費（Ｂ）

２６４億８，１８６万２

１０億５，１００万５

１０億２，３３９万４

歳出額（Ａ）

１，８０６億３，０２８万８

区 分

常勤職員

再任用短時間
勤務職員

一般職
非常勤職員

○職員給与費（平成２３年度一般会計予算） （千円）

１人当たり
給与費（B�Ａ）

７３３万６

２８０万８

３３９万８

※職員手当には退職手当を含みません。常勤職員には教育長が含まれています。

給与費
計（Ｂ）

１８５億４，５７０万３

１３億１，１３５万０

９億７，５０８万３

期末・勤勉手当

４３億４，８５１万８

２億９，００２万８

２億５，７１４万７

職員手当

３５億２，４８６万０

１億８，３０３万２

６，６２８万３

給料

１０６億７，２３２万５

８億３，８２９万０

６億５，１６５万３

職員数（Ａ）
３，２８２人

２，５２８人

４６７人

２８７人

区 分

常勤職員

再任用短時
間勤務職員
一般職
非常勤職員

○平均給料月額および平均年齢（平成２２年４月１日現在）
国

平均年齢
４１．９歳

４９．３歳

平均給料月額
３２５，５７９円

２８４，５１４円

東大阪市
平均年齢

４４．１歳

４０．３歳

平均給料月額
３４６，９７８円

２９８，８６２円

区 分

一般行政職
技能労務職

○初任給（平成２３年４月１日現在）
初任給

国
�種 １８１，２００円

�種 １７２，２００円

１４０，１００円
１３７，２００円

※技能労務職は学歴による初任給調整はありません。

東大阪市

１８５，８００円

１５５，７００円
１５５，７００円

区 分

大学卒

高校卒
技能労務職

一般行政職

○経験年数・学歴別平均給料月額（平成２２年４月１日現在）

２０年

３５４，２１５円

３１４，１６４円

３０４，２００円

１５年

３００，６０７円

２６５，４８０円

２６７，７００円

１０年

２７６，８５７円

２３０，２００円

２３０，２００円

経験年数
学 歴

大学卒
高校卒

技能労務職

一般行政職

借家の居住者に家賃額に応じて支給 限度額 ２４，５００円

○手当のおもな内訳（平成２３年４月１日現在）
内 容

扶養親族のある職員に支給 配偶者 １３，０００円
配偶者以外の扶養親族 各６，５００円

給与の地域間格差を調整するために支給 給料、扶養手当、管理職手当の１０％の額

交通機関利用者には定期代相当額
交通用具利用者には通勤距離に応じて支給 ２，０００円～２４，５００円

民間企業のボーナスに相当し、職務上の段階や職務の級などによる加算措置があります。

勤勉
０．７月分

０．３５月分

１５日分

０．６５月分

０．３月分

１４日分

１．３５月分

０．６５月分

２９日分

勧奨・定年
５９．２８月分（３月分）

３０．５５月分

４１．３４月分

５９．２８月分

２，８２６万１千円

退職手当の１人当たり平均支給額は、退職した一般会計にかかる職員に支給した平均額
です。
（ ）内は、一般職非常勤職員の最高限度額。なお、再任用短時間勤務職員は退職手当
を支給していません。

※職員手当はほかに管理職手当や時間外勤務手当、特殊勤務手当などがあります。なお、各種
職員手当は職によって支給しない場合があります。

期末
１．２５月分

０．６５月分

２７日分

１．３５月分

０．８月分

３０日分

２．６月分

１．４５月分

５７日分

自己都合
５９．２８月分（３月分）

２３．５月分

３３．５月分

４７．５月分

１，５０２万３千円

平成２２年度支給割合
常勤職員
再任用短時間勤務職員
一般職非常勤職員
常勤職員
再任用短時間勤務職員
一般職非常勤職員
常勤職員
再任用短時間勤務職員
一般職非常勤職員

支給率
最高限度額
勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年

１人当たり平均支給額

６月期

１２月期

計

項 目

扶養手当

地域手当

通勤手当

住居手当

期末・
勤勉手当

退職手当

受講人数

１，５０４人

５８８人

７３２人

４，７７５人

おもな研修など

新規採用（前期・後期）職員研修、新任係長・主査研修、
新任総括主幹研修、新任課長職研修など

全職員普通救命講習履修事業、よくわかる自治体法務講座、
ビジネス文書研修、メンタルフィットネス研修など

市町村職員中央研修所への派遣研修、おおさか市町村職員
研修研究センターへの派遣研修など

各職場単位で実施した研修

区 分

基 本 研 修

特別・自主的
参 加 研 修

派 遣 研 修

職場集合研修

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年１１月１５日（３）
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入
院
時
に
負
担
す
る
食
事
代

は
１
食
あ
た
り
２
６
０
円
で
す

が
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
、
申
請
に
よ
り
１
食
あ
た
り

２
１
０
円
に
減
額
さ
れ
る
「
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
入
院
時
の

窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
な
る
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
と
１
枚
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
「
限
度
額
適
用

・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
お
持
ち
の
方
は
、
改
め
て
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

入
院
す
る
と
き
は
、
減
額
認

定
証
を
医
療
機
関
に
必
ず
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
提
示
さ
れ
な

い
場
合
は
一
般
の
方
と
同
じ
額

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
減
額
認
定
証
の
発
効

期
日
は
、
申
請
日
の
属
す
る
月

の
１
日
か
ら
と
な
る
た
め
、
そ

れ
以
前
に
負
担
し
た
食
事
代
に

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
過
去
１２
か
月
の
入
院

日
数
が
９０
日
を
超
え
る
と
き
は
、

再
申
請
す
る
と
９１
日
目
か
ら
１

食
あ
た
り
１
６
０
円
と
な
り
ま

す
。申

請
は
、
入
院
日
数
が
わ
か

る
領
収
書
と
保
険
証
、
印
鑑
を

持
っ
て
医
療
保
険
室
資
格
給
付

課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
保
険
料
の
滞
納
が
あ

る
と
き
は
、
認
め
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

「
同
じ
人
」
が
「
同
じ
月
内
」

に
「
同
じ
病
院
」（
平
成
２２
年
３

月
診
療
分
以
前
は
「
同
じ
病
院

の
診
療
科
」）に
支
払
っ
た
医
療

費
（
保
険
適
用
分
）
の
一
部
負

担
金
が
一
定
額
（
表
参
照
）
を

超
え
た
場
合
、
超
え
た
額
を
高

額
療
養
費
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
請
求
の
時
効
は
２
年

で
す
。

な
お
、
高
額
療
養
費
に
は
、

入
院
し
た
と
き
の
食
事
負
担
額

や
部
屋
代
の
差
額
な
ど
、
保
険

適
用
外
の
費
用
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
同
じ
病
院
で
受
診

し
た
と
き
で
も
入
院
と
外
来
で

は
別
の
計
算
に
な
り
ま
す
。

【
７０
歳
未
満
の
方
（
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
を
除
く
）】

入
院
時
の
窓
口
で
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な

る「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
申

請
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

外
来
で
は
、
１
か
所
の
医
療

機
関
で
１
か
月
の
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
窓

口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
と
な
る
「
委
任
払
い

制
度
」が
あ
り
ま
す
。こ
の
場
合

は
、
医
療
機
関
の
承
諾
を
事
前

に
得
て
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
保
険
料
の
滞
納
が

あ
る
と
き
は
、
認
め
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
７０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
方

（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
を
除

く
）】保険

証
と
い
っ
し
ょ
に
高
齢

受
給
者
証
（
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
、
申
請
に
よ
り
交
付

し
た
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」も
）を
医
療

機
関
に
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
入
院
時
の
１
か
所
の
医
療

機
関
で
の
窓
口
支
払
い
が
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

入
院
し
た
月
は
、
１
か
月
の

医
療
費
を
７０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で

の
方
の
み
の
世
帯
単
位
で
計
算

し
ま
す
。
外
来
の
場
合
は
、
１

か
月
の
医
療
費
を
７０
歳
か
ら
７４

歳
ま
で
の
方
の
個
人
単
位
で
計

算
し
ま
す
。
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
る
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
後
か
ら
払
い
戻
し
し
ま
す
。

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て

支
払
っ
た
場
合
は
申
請
を

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て

支
払
っ
た
場
合
、
領
収
書
を
添

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

１
つ
の
世
帯
内
で
、「
同
じ
月

内
」「
同
じ
病
院
」（
平
成
２２
年

３
月
診
療
分
以
前
は
「
同
じ
病

院
の
診
療
科
」）に
２
万
１
０
０

０
円
以
上
の
一
部
負
担
金
を
２

回
以
上
支
払
っ
た
場
合
は
、
そ

れ
ら
を
合
算
し
て
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
額
を
支
給
し
ま

す
。

療
養
費
な
ど
の
給
付

受
け
る
と
き
は
申
請
を

高
額
療
養
費
の
ほ
か
、
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
は
、
次

の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
重
病
人
の
移
送

費
な
ど
も
給
付
対
象
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
場

合
は
、
必
要
書
類
を
添
え
て
医

療
保
険
室
資
格
給
付
課
ま
た
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
時
の

提
出
書
類
な
ど
、
く
わ
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
療
養
費
】

緊
急
ま
た
は
や
む
を
得
な
い

事
情
で
保
険
証
の
提
示
が
で
き

ず
、
医
療
費
を
い
っ
た
ん
全
額

負
担
し
た
と
き
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
審
査
の
う
え
、
決
定

し
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の

補
装
具
代
（
医
師
が
認
め
た
と

き
）
や
海
外
渡
航
中
の
受
診
も

療
養
費
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

【
葬
祭
費
】

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
場

合
、
葬
儀
を
行
っ
た
方
に
５
万

円
を
支
給
し
ま
す
。

医
療
費
通
知
を

１１
月
末
に
送
付

１１
月
末
ご
ろ
に
医
療
費
通
知

を
送
付
し
ま
す
。
今
回
は
平
成

２３
年
６
月
と
７
月
の
診
療
（
請

求
）
分
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

医
療
費
通
知
は
、
医
療
費
の

実
情
を
理
解
し
健
康
に
対
す
る

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、年
６
回
送
付
し
て
い
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

特
定
健
康
診
査
は
、
４０
歳

か
ら
７４
歳
ま
で
の
方
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
健
診
を
受

け
る
こ
と
で
、
糖
尿
病
や
高

血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が

な
い
か
確
認
で
き
ま
す
。
自

分
の
体
の
状
態
を
知
る
た
め

に
も
、
年
に
１
回
は
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

健
診
を
受
け
る
に
は
、
現

在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

の
保
険
者
が
発
行
す
る
受
診

券
が
必
要
で
す
。

４
月
１
日
現
在
、
東
大
阪

市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
対
象
者
に
は
、
平
成

２３
年
度
の
受
診
券
（
み
ど
り

色
）
を
４
月
末
に
送
付
し
て

い
ま
す
。
４
月
２
日
以
降
に

加
入
し
た
方
や
受
診
券
が
手

元
に
な
い
方
は
、
医
療
保
険

室
保
険
管
理
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
な
お
、
国
民
健
康

保
険
以
外
の
方
は
、
加
入
し

て
い
る
保
険
者
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
の
結
果
に
よ
り
、

生
活
習
慣
病
の
対
策
が
必
要

な
方
に
は
、「
特
定
保
健
指
導

利
用
券
」
を
送
付
し
ま
す
。

医
師
・
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
な
ど
の
専
門
家
の
サ
ポ
ー

ト
の
も
と
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
無
理
な
く
生
活
習
慣
の
改

善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険

室
保
険
管
理
課

０
６（
４
３

０
９
）
３
０
５
１
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
５

保
険
料
は
、
病
気
や
ケ
ガ
の

医
療
費
を
は
じ
め
、
高
額
療
養

費
の
支
給
な
ど
、
医
療
制
度
を

支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。
保

険
料
を
滞
納
す
る
と
、
こ
れ
ら

の
支
払
い
に
支
障
を
き
た
す
だ

け
で
な
く
、納
め
て
い
る
方
と
の

公
平
を
欠
く
こ
と
に
も
な
り
ま

す
の
で
、必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

特
別
な
事
情
も
な
く
滞
納
を

続
け
る
と
、
医
療
費
が
い
っ
た

ん
全
額
自
己
負
担
と
な
る
「
資

格
証
明
書
」
の
交
付
対
象
と
な

り
、
保
険
証
の
返
還
を
求
め
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
相
談
も
な
く
滞
納
を

続
け
る
方
は
、
滞
納
処
分
と
し

て「
財
産
の
差
押
え
」の
対
象
と

な
り
、
財
産
の
調
査
や
差
押
え

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
付
相
談
は
お
早
め
に

納
付
相
談
は
、
医
療
保
険
室

保
険
料
課
で
常
時
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
次
の
日
程
で
休
日
・

夜
間
・
出
張
納
付
相
談
を
行
い

ま
す
。
相
談
に
は
、
保
険
料
決

定
通
知
書
（
納
付
書
）
な
ど
通

知
書
番
号
ま
た
は
被
保
険
者
番

号
の
わ
か
る
も
の
と
印
鑑
を
持

っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
休
日
・
夜
間
・
出
張

納
付
相
談
は
、
来
所
の
み
で
電

話
で
の
照
会
や
相
談
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
休
日
・
夜
間
納
付
相
談
】

◇
と
き

▽
休
日
�
１１
月
２６

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、

２７
日
�
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

▽
夜
間
�
１１
月
２８
日
�
、
２９
日

�
午
後
５
時
３０
分
〜
８
時

◇
と
こ
ろ

医
療
保
険
室
保

険
料
課

【
出
張
納
付
相
談
】

◇
と
き

１１
月
２５
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

夢
広
場
（
布
施

駅
前
）◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

自己負担限度額表

自己負担限度額

１５０，０００円
（８３，４００円）

＋
総医療費�１０割�が５００，０００円
を超えた分の１％を加算

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費�１０割�が２６７，０００円
を超えた分の１％を加算

３５，４００円
（２４，６００円）

自己負担限度額
外来＋入院�世帯単位�

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費�１０割�が２６７，０００
円を超えた分の１％を加算

４４，４００円

２４，６００円

１５，０００円

注 （ ）内は、過去１２か月以内に４回以上高額療養費の支給があった場合の４回目
以降の限度額

※１ 基礎控除後の総所得金額が６００万円を超える世帯の方
※２ 課税所得が１４５万円以上で、収入が高齢者単独世帯で年収３８３万円以上、高齢者複

数世帯で年収５２０万円以上の方
※３ 世帯全員が市民税非課税である世帯の方
※４ 世帯全員が市民税非課税で、各所得（特別控除前）がいずれも０円となる方（老

人単身世帯で年金収入のみの場合は年収８０万円以下の方）
☆入院の場合、７０歳以上の「低所得者Ⅱ・Ⅰ」の方は「限度額適用・標準負担額減額
認定証」を申請し、認定証を医療機関に提示してください。

外来〈個人単位〉

４４，４００円

１２，０００円

８，０００円

上位所得者
※１

一 般

市民税
非課税世帯

現役並み所得者
※２

一 般

低所得者�
※３

低所得者Ⅰ
※４

市民税
非課税
世 帯

７０
歳
未
満
の
方
（
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
を
除
く
）

７０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
方
（
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
を
除
く
）

高高高高高高高高高高高高額額額額額額額額額額額額療療療療療療療療療療療療養養養養養養養養養養養養費費費費費費費費費費費費をををををををををををを支支支支支支支支支支支支給給給給給給給給給給給給ししししししししししししまままままままままままますすすすすすすすすすすす

４０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
が
対
象

医療費が高額のときは申請を

特
定
健
診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

国民健康保険

入
院
時
の
食
事
負
担
額

市
民
税
非
課
税
世
帯
は
減
額

保険料は必ず納めましょう
医療保険は助け合いの制度です

国民健康保険・後期高齢者医療保険

（４）平成２３年１１月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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１２
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」、
１１
月
２８
日
か
ら
１２
月
４

日
ま
で
は「
エ
イ
ズ
予
防
週
間
」

で
す
。

エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全

症
候
群
）
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
の
感
染

に
よ
り
か
か
り
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ

は
体
の
免
疫
機
能
を
極
度
に
低

下
さ
せ
、
治
療
が
困
難
な
日
和

見
感
染
や
結
核
な
ど
を
併
発
す

る
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

昨
年
の
大
阪
府
に
お
け
る
新

規
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
は
１
９
８
人
、

新
規
エ
イ
ズ
患
者
は
６８
人
と
、

い
ず
れ
も
過
去
最
多
で
依
然
感

染
は
広
が
っ
て
い
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
新
規
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
の
う
ち
、

約
８０
％
が
性
的
接
触
に
よ
り
感

染
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
性

的
接
触
の
際
、
コ
ン
ド
ー
ム
な

ど
で
予
防
し
な
け
れ
ば
、
誰
も

が
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
感
染
し
て
も
無
症

状
で
経
過
す
る
こ
と
が
多
く
、

特
定
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
て

も
感
染
の
有
無
を
確
認
す
る
に

は
、
検
査
を
受
け
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
や
大
切
な
人
を

守
る
た
め
に
も
、
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

【
夜
間
即
日
エ
イ
ズ
検
査
】

検
査
は
匿
名
で
受
け
ら
れ
、

当
日
に
結
果
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
希
望
者
に
は
Ｂ
型
・
Ｃ

型
肝
炎
や
梅
毒
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア

検
査
も
行
い
ま
す
。
な
お
、
証

明
書
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

◇
と
き

１２
月
６
日
�
午
後

６
時
〜
７
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

中
保
健
セ
ン
タ

ー
◇
定
員

３０
人
（
当
日
先
着

順
）

◇

◇

◇
問
合
せ
先

健
康
づ
く
り

課

０
７
２
（
９
６
０
）
３
８

０
２
、
�
０
７
２
（
９
６
０
）

３
８
０
９

専

門

相

談

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
月
２

回
の
専
門
相
談
で
エ
イ
ズ
抗
原

・
抗
体
検
査
や
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

炎
、
梅
毒
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
の
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
の
検
査
も
匿
名
・
無
料
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

東
・
中
・
西
保

健
セ
ン
タ
ー

▽
東
�
０
７
２

（
９
８
２
）２
６
０
３
、�
０
７
２

（
９
８
６
）
２
１
３
５

▽
中

�
０
７
２（
９
６
５
）６
４
１
１
、

�
０
７
２（
９
６
６
）６
５
２
７

▽
西
�
０
６（
６
７
８
８
）０
０

８
５
、
�
０
６
（
６
７
８
８
）

２
９
１
６

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
正
し
い
予
防
を
し
な
け
れ
ば
、
誰
も

が
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

検
査
を
受
け
る
な
ど
感
染
を
早
期
に
発
見
し
、

適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
エ
イ
ズ
の
発
症

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
な
た
と
あ
な
た

の
大
切
な
人
の
た
め
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

障
害
者
医
療
証
（
う
ぐ
い
す

色
）
と
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証

（
あ
さ
ぎ
色
）
が
、
１１
月
１
日

か
ら
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
適
用
と
な
る
方
に
新

し
い
医
療
証
を
送
付
し
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
更
新
が

必
要
な
方
で
ま
だ
手
続
き
を
し

て
い
な
い
場
合
は
医
療
証
を
送

付
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
至
急

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

更
新
が
必
要
な
方
は
、
療
育

手
帳
の
「
次
の
判
定
年
月
」
が

過
ぎ
て
い
る
障
害
者
医
療
受
給

者
や
遺
族
年
金
受
給
ま
た
は
そ

れ
に
準
ず
る
基
準
を
満
た
す
ひ

と
り
親
な
ど
の
要
件
に
該
当
す

る
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
受
給
者

で
す
。

治
療
を
受
け
る
と
き
は
、
必

ず
新
し
い
医
療
証
と
健
康
保
険

証
を
医
療
機
関
の
窓
口
へ
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
古
い

医
療
証
は
必
ず
返
却
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
可
）。

ま
た
、
次
の
と
き
は
届
出
が

必
要
で
す
。

▽
転
出
・
転
居
し

た

▽
氏
名
が
変
わ
っ
た

▽

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
が
変

わ
っ
た

▽
死
亡
し
た

▽
生

活
保
護
を
受
給
し
た

▽
交
通

事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ

り
、病
気
や
け
が
を
し
て
健
康
保

険
と
医
療
証
で
治
療
を
受
け
た

【
障
害
者
医
療
】

◇
対
象

国
民
健
康
保
険
ま

た
は
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い

る
６５
歳
未
満
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
所
得
制
限
限
度

額
（
表
１
）
を
超
え
て
い
な
い

方

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

ま
た
は
２
級
を
所
持

▽
療
育

手
帳
（
Ａ
）
を
所
持

▽
療
育

手
帳
（
Ｂ
１
）
お
よ
び
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持

【
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
】

◇
対
象

国
民
健
康
保
険
ま

た
は
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い

て
、
次
に
該
当
す
る
１８
歳
に
達

し
た
年
度
末
日
ま
で
の
子
ど
も

と
、
そ
の
子
ど
も
を
監
護
す
る

父
、
母
ま
た
は
そ
の
子
ど
も
を

養
育
す
る
養
育
者
で
、
所
得
が

所
得
制
限
限
度
額
（
表
２
）
を

超
え
て
い
な
い
方

▽
父
母
が

婚
姻
を
解
消
し
た
子
ま
た
は
母

が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産
し

た
子

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡

し
た
子

▽
父
ま
た
は
母
が
重

度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
子

▽
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明
で

あ
る
子

▽
父
ま
た
は
母
か
ら

引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
子

▽
父
ま
た
は
母
が

法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
子

◇

◇

※
い
ず
れ
も
生
活
保
護
受
給

者
は
除
く
。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

健

康
保
険
証
、
印
鑑
、
そ
の
他
必

要
書
類

◇
届
出
・
申
請
先

医
療
助

成
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

※
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

で
は
取
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。
ひ

と
り
親
家
庭
医
療
の
新
規
申
請

と
更
新
申
請
は
医
療
助
成
課
の

み
受
付
。

◇
問
合
せ
先

医
療
助
成
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�１２月１日�午後１時３０分、
午後２時�東診療所（申込みは東保
健センターへ） �６日�午前９時
２０分～１０時�西保健センター �７
日�午前９時３０分～１０時３０分、１３日�
午後１時３０分～２時３０分�中保健セ
ンター �内�対�肺がん検診�市内在
住の４０歳以上の方 �結核検診�市
内在住の６５歳以上の方 �定各３０人（申
込先着順）

�申�問東・中・西保健センター

乳がん（マンモグラフィ）検診

�時１２月２２日�午後１時、午後１時
４５分、午後２時３０分 �対平成２３年４
月１日現在、４０歳以上の偶数年齢の

女性 �定５０人（申込先着順） �料８００
円（クーポン券も可） ※生活保護

受給者と市民税非課税世帯の方は無

料。 �持バスタオル �申１１月１６日�
から電話で

�所�申�問中保健センター

プレパパ・プレママの会

�時１２月１４日�午後１時３０分～４時
�対市内在住の妊婦とそのパートナー
�内赤ちゃんのお風呂の入れ方など
�所�申�問中保健センター

２歳児歯科健康相談

�時�所�１２月１２日��西保健センタ
ー �１９日��東保健センター �
２７日��中保健センター ※時間は

申込時に伝えます。 �対市内在住の
平成２１年１２月生まれの２歳児 �定各
５０人（申込先着順）

�申�問東・中・西保健センター

マタニティクラス

�時�所�１２月７日��東保健センタ
ー �１２月９日�、１６日�、来年１
月１３日�、２７日�（計４日間）�西
保健センター ☆いずれも午後１時

３０分～３時３０分 �対市内在住のおお
むね妊娠１６週以降の妊婦

�申�問東・西保健センター

骨密度測定検査

�時１２月１日�午前９時１０分～１０時
３０分 �対２０歳以上の方 �定３５人（申
込先着順）

�所�申�問中保健センター

ふたごの教室

�時�所�１２月７日�午前９時４５分～
１１時３０分�西保健センター �１４日
�午前９時４５分～１１時１５分�中保健
センター �１６日�午前１０時～１１時
�東保健センター �対市内在住のふ
たご、みつごを妊娠・出産している

方とその子ども �内クリスマス会
※初参加者は前日までに要申込。

�問東・中・西保健センター

人生これから�
男性限定の健康人生再設計講座

定年退職後の第２の人生で夢中に

なれるものを見付けませんか。 �時
１１月２５日�、１２月５日�、１９日�、来
年１月１６日�、２月１３日�午後１時
３０分～３時３０分（１２月５日のみ午前９

時３０分～午後３時） �対運動制限のな
い男性 �定２５人（申込先着順） �内筋
力作り、園芸、布ぞうり作り、ウォーキ

ング、医師の講話など �料２５０円程度
�所�申�問中保健センター

平成２３年度 障害者医療所得制限限度額（表１）

扶養人数 所得制限額（以下）

０人 ４６２万１，０００円

１人 ５００万１，０００円

２人 ５３８万１，０００円

※以降１人増すごとに３８万円を加算。

平成２３年度 ひとり親家庭医療所得制限限度額（表２）

扶養人数 父、母または養育者 扶養義務者など

０人 １９２万円未満 ２３６万円未満

１人 ２３０万円未満 ２７４万円未満

２人 ２６８万円未満 ３１２万円未満

※以降１人増すごとにそれぞれ３８万円を加算。
養育費の８割相当額は所得に算入されます。

１１
月
１
日
か
ら
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す

対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証
をををををををををををををををををををををををををを
送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付

障 害 者 医 療 証

ひとり親家庭医療証

今
、考
え
よ
う
大
切
な
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

エ
イ
ズ
検
査
の
受
診
を

理解と支援の象徴
「レッドリボン」

エイズで亡くなった人へ
の追悼の気持ちとエイズ
に苦しむ人への理解と支
援の意思を示すためのシ
ンボル�レッドリボン�

エエイイズズととわわたたしし

～～支支ええるるこことととと 防防ぐぐこことと～～

記号の見方 �時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など �申申込み先・応募先など �問問合せ先

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年１１月１５日（５）
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をををををををををををを
表表表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

団団団団団団団団団団団団
体体体体体体体体体体体体
とととととととととととと

人人人人人人人人人人人人
をををををををををををを
表表表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
とととととととととととととととととととととととと

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
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彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰
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平和と人権の

つどい

文

化

部

門

社
会
教
育
の
部

【
団
体
】

▽
善
根
寺
子
ど
も
会

▽
東

大
阪
市
少
年
補
導
員
協
議
会

▽
弥
栄
校
区
少
年
補
導
員
会

▽
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
阪

連
盟
東
阪
地
区
東
大
阪
第
１７
団

育
成
会

▽
東
大
阪
市
茶
花
道

協
会

▽
東
大
阪
山
草
会

【
個
人
】

▽
田
渕
田
鶴
夫
、古
瀬
昭
男
、

堀
居
伸
子
、
山
田
善
彦
（
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
協
議
会
）

▽
伊
藤
千
恵
、

岡
本
利
雄
、
木
村
浩
三
、
新
名

妙
子
、
辻
井
妙
子
、
森
川
賢
一

（
市
少
年
補
導
員
協
議
会
）

▽
金
友
康
寛
、
栗
山
登
志
雄
、

潮
屋
和
義
、
中
野
郁
夫
、
東
内

雅
芳
（
市
青
少
年
指
導
員
協
議

会
）

▽
木
原
正
隆
、
吉
村
崇

宏
（
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
）

▽
滝
口
由
利
子
、
藤

井
鉄
雄
（
市
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

協
議
会
）

▽
林
里
美
（
市
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
連
絡
協
議
会
）

▽
尾
上
末
次
、
金
谷
好
一
、
田

原
広
史
、
淡
海
康
伸
、
鉄
川
孝

信
（
市
留
守
家
庭
児
童
育
成
ク

ラ
ブ
協
議
会
）

▽
奥
山
裕
子

（
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

▽
畑
中
伸
一
（
市
卓
球
協
会
）

▽
三
宅
莅
（
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
）

▽
宇
田
澄
雄
、
鎌
田

嘉
美
（
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
）

▽
山
本
裕
司
（
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

▽
梅
原

洲
風
、
谷
本
裕
子
、
吉
田
友
八

（
市
文
化
連
盟
）

学
校
保
健
の
部

【
個
人
】

▽
大
西
弘
通

▽
汐
見
徹

▽
�
桂
植

▽
津
森
孝
生

▽

福
田
照
男

▽
溝
畑
茂
一

▽

宮
本
一
良

▽
許
沢
維

▽
森

上
泰
忠

▽
恩
地
正

▽
実
崎

久
仁

▽
簾
谷
温
子

児
童
生
徒
の
部

【
団
体
】

▽
孔
舎
衙
中
学
校
合
唱
部

学
校
園
の
部

▽
長
栄
中
学
校

ス
ポ
ー
ツ
部
門

【
団
体
】

▽
市
代
表
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競

技
一
般
女
子
２
部
チ
ー
ム
�
第

６５
回
大
阪
府
総
合
体
育
大
会
中

央
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の

部
（
一
般
女
子
２
部
優
勝
）

▽
市
代
表
卓
球
競
技
一
般
男
子

チ
ー
ム
�
同
大
会
卓
球
競
技
の

部
（
一
般
男
子
優
勝
）

▽
市

代
表
サ
ッ
カ
ー
競
技
一
般
男
子

チ
ー
ム
�
同
大
会
サ
ッ
カ
ー
競

技
の
部
（
一
般
男
子
優
勝
）

▽
石
切
中
学
校
ラ
グ
ビ
ー
部
�

第
２
回
全
国
中
学
生
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
第
３
位
）

▽
池
島
中
学
校
柔
道
部
�
第
４２

回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会
（
女

子
団
体
戦
出
場
）

【
個
人
】

▽
片
山
修
治
�
第
２７
回
全
日

本
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会
（
７０
歳
以
上
混
合
ダ
ブ

ル
ス
準
優
勝
）

▽
竹
田
由
美

子
�
同
大
会
（
４０
歳
以
上
女
子

ダ
ブ
ル
ス
第
３
位
）

▽
加
島

文
葉
�
第
５
回
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
シ
ン

ク
ロ
ワ
ー
ル
ド
ト
ロ
フ
ィ
ー
大

会（
第
５
位
）

▽
加
島
知
葉
�

第
６６
回
国
民
体
育
大
会
（
水
泳

�
シ
ン
ク
ロ
�
競
技
少
年
少
女

の
部
優
勝
）

▽
木
谷
一
貴
�

第
２７
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大

会
（
５
年
生
の
部
第
３
位
）

▽
城
裕
貴
�
同
大
会（
出
場
）

▽
武
内
龍
之
介
�
第
１１
回
全
日

本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大

会
（
出
場
）

▽
中
尾
春
陽
�

平
成
２３
年
度
全
国
中
学
校
ゴ
ル

フ
選
手
権
大
会
（
女
子
・
個
人

の
部
第
７
位
）

▽
中
尾
優
月

�
第
４
回
全
国
小
学
校
ゴ
ル
フ

大
会
（
女
子
の
部
優
勝
）

▽

岸
田
隆
之
�
第
４２
回
全
国
高
等

学
校
定
時
制
通
信
制
柔
道
大
会

（
男
子
団
体
の
部
第
３
位
）

▽
久
保
智
大
�
第
３８
回
全
日
本

中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

（
男
子
四
種
競
技
１
１
０
ｍ
ハ

ー
ド
ル
出
場
）

▽
鈴
木
彩
芳

�
同
大
会
（
女
子
１
０
０
ｍ
出

場
）

▽
柴
田
華
那
�
同
大
会

（
女
子
砲
丸
投
出
場
）

▽
小
林

薫
平
�
第
５１
回
全
国
中
学
校
水

泳
競
技
大
会
（
男
子
１
５
０
０

ｍ
自
由
形
第
４
位
）

▽
山
田

千
尋
�
同
大
会
（
女
子
４
０
０

ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
第
６
位
）

▽
川
崎
実
鈴
�
同
大
会
（
女
子

８
０
０
ｍ
自
由
形
出
場
）

▽

橋
本
颯
子
�
同
大
会
（
女
子
２

０
０
ｍ
自
由
形
出
場
）

▽
佐

藤
史
織
�
第
４２
回
全
国
中
学
校

柔
道
大
会
（
女
子
個
人
戦
５２
�

級
第
３
位
）

▽
田
中
芽
生
�

同
大
会
（
女
子
個
人
戦
４４
�
級

第
５
位
）

▽
山
内
美
輝
�
同

大
会
（
女
子
個
人
戦
５７
�
級
出

場
）

▽
根
来
夕
夏
�
第
３６
回

大
阪
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
（
女
子
走
幅
跳
第
１
位
）

▽
ロ
ク
カ
ル
ゲ
晃
啓
�
第
１９
回

全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大

会
（
男
子
個
人
形
出
場
）

▽

元
林
健
治
�
第
４１
回
全
国
中
学

校
相
撲
選
手
権
大
会（
個
人
戦
出

場
）

▽
黒
木
愛
莉
�
第
４２
回

全
国
中
学
校
体
操
競
技
選
手
権

大
会（
女
子
個
人
総
合
出
場
）

▽
板
鼻
利
樹
�
第
１１
回
大
阪
府

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
陸

上
競
技
１
５
０
０
ｍ
優
勝
）

▽
大
川
勇
治
�
同
大
会
（
ボ
ウ

リ
ン
グ
優
勝
）

▽
任
信
勝
�

同
大
会（
ボ
ウ
リ
ン
グ
優
勝
）

▽
戸
塚
詩
織
�
同
大
会
（
女
子

卓
球
優
勝
）

◇

◇

◇
問
合
せ
先

教
育
総
務
部

総
務
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
２
６
５
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
７

市
と
教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ

の
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
１３
団
体
と
７４

人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
団
体
と
個
人
は
次
の
と

お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

国
民
的
作
家
で
あ
り
、

本
市
の
名
誉
市
民
で
も

あ
る
司
馬
�
太
郎
さ
ん

の
功
績
を
後
世
に
伝
え

て
い
こ
う
と
、
平
成
１３

年
に
開
館
し
た
司
馬
�

太
郎
記
念
館
が
１１
月
で

１０
周
年
を
迎
え
、
１１
月

１
日
か
ら
記
念
企
画
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

司
馬
さ
ん
は
、『
竜
馬
が
ゆ

く
』『
坂
の
上
の
雲
』『
街
道
を

ゆ
く
』な
ど
数
多
く
の
作
品
を

執
筆
し
て
お
り
、現
在
も
多
く

の
人
に
愛
読
さ
れ
て
い
ま
す
。

記
念
館
に
は
、司
馬
さ
ん
の

書
斎
が
当
時
の
ま
ま
の
姿
で

残
さ
れ
て
お
り
、司
馬
さ
ん
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、た
く
さ
ん
の
貴
重
な

史
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

記
念
館
で
司
馬
さ
ん
を
感

じ
る
一
日
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

開
館
１０
周
年
記
念
企
画
展

『
坂
の
上
の
雲
』に

描
か
れ
た
日
本
海
海
戦

司
馬
�
太
郎
さ
ん
の
著
書

「
坂
の
上
の
雲
」
に
描
か
れ

た
日
本
海
海
戦
と
世
界
の
動

き
を
自
筆
原
稿
や
歴
史
史
料

な
ど
で
振
り
返
り
ま
す
。

◇
と
き

来
年
５
月
２７
日

�
ま
で
午
前
１０
時
〜
午
後
５

時
（
入
館
は
午
後
４
時
３０
分

ま
で
）◇

◇

◇
料
金

小
学
生
２
０
０

円
、
中
学
・
高
校
生
３
０
０

円
、
大
人
５
０
０
円

※
月
曜
日
と
年
末
年
始
は

休
館
。

◇
と
こ
ろ
・
問
合
せ
先

司
馬
�
太
郎
記
念
館
（
下
小

阪
３
）

０
６
（
６
７
２
６
）

３
８
６
０
、
�
０
６
（
６
７

２
６
）
３
８
５
６

◇
問
合
せ
先

文
化
国
際

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

５
５
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
３

ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
表
彰
を
受

け
た
枚
岡
中
学
校
３
年
生
の
中

尾
春
陽
さ
ん
と
同
校
１
年
生
の

優
月
さ
ん
姉
妹
が
、
全
国
で
開

催
さ
れ
る
小
学
生
や
中
学
生
ゴ

ル
フ
ァ
ー
を
対
象
に
し
た
ゴ
ル

フ
大
会
で
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

中
尾
姉
妹
が
ゴ
ル
フ
を
始
め

た
の
は
、
６
年
前
に
祖
父
母
と

い
っ
し
ょ
に
ゴ
ル
フ
練
習
場
へ

行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
そ

の
後
、
ゴ
ル
フ
ス
ク
ー
ル
に
通

い
始
め
、
現
在
で
は
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
の
午
後
７
時
か

ら
１０
時
ま
で
市
内
の
ゴ
ル
フ
練

習
場
で
約
４
０
０
球
の
打
ち
込

み
を
行
い
、土
曜
日
と
日
曜
日
は

両
親
と
と
も
に
ゴ
ル
フ
場
へ
行

き
、
ラ
ウ
ン
ド
や
パ
タ
ー
練
習

を
す
る
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

優
月
さ
ん
は
、昨
年
に
行
わ
れ

た
小
学
生
ゴ
ル
フ
ァ
ー
日
本
一

を
決
め
る「
第
４
回
全
国
小
学
校

ゴ
ル
フ
大
会
」で
見
事
初
優
勝
。

春
陽
さ
ん
も「
平
成
２３
年
度
全
国

中
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
」で

７
位
入
賞
を
果
た
す
な
ど
、
全

国
で
も
屈
指
の
子
ど
も
ゴ
ル
フ

ァ
ー
と
し
て
大
活
躍
し
て
お
り
、

今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

中
尾
姉
妹
は
今
回
の
受
賞
に

「
た
い
へ
ん
び
っ
く
り
し
て
い

る
の
と
同
時
に
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
プ
ロ
ゴ

ル
フ
ァ
ー
に
な
る
と
い
う
夢
に

向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

気
象
予
報
士
と
し
て
早
朝
か

ら
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
す
る
正

木
明
さ
ん
が
、
一
般
的
な
家
庭

と
は
違
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
だ

か
ら
こ
そ
培
わ
れ
た
�
正
木
家

の
ル
ー
ル
�
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
管
楽
器
奏
者
と
し
て
世

界
で
活
躍
す
る
金
子
鉄
心
さ
ん

と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
の
藤

沢
祥
衣
さ
ん
が
「
世
界
の
笛
＆

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
演
奏
」
と

題
し
て
素
敵
な
音
色
を
奏
で
ま

す
。◇

と
き

１２
月
２
日
�
午
後

１
時
〜
３
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム（
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

◇
定
員

２
４
４
人
（
申
込

先
着
順
）

◇
内
容

講
演
「
子
育
て
、

家
事
、
互
い
を
尊
重
し
合
い
支

え
あ
う�
正
木
家
の
ル
ー
ル
�」

気
象
予
報
士
・
正
木
明
さ
ん
、

管
楽
器
奏
者
・
金
子
鉄
心
さ
ん

と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
・
藤

沢
祥
衣
さ
ん
に
よ
る
演
奏

※
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
幼

児
の
保
育
（
１１
月
２５
日
�
ま
で

に
要
申
込
）と
手
話
通
訳
あ
り
。

平
和
と
人
権
展

＆
識
字
展

◇
と
き

１２
月
１０
日
	
、
１１

日
�
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４

時
３０
分
（
１１
日
は
午
後
４
時
ま

で
）◇

と
こ
ろ

ド
リ
ー
ム
２１

◇
内
容

市
内
小
・
中
学
生

の
人
権
作
品
や
識
字
学
級
生
な

ど
の
作
品
展
示

※
申
込
不
要
。

拉
致
問
題
週
間
・

パ
ネ
ル
展

◇
と
き

１２
月
１５
日


、
１６

日
�
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◇
内
容

パ
ネ
ル
展
示
「
拉

致
〜
許
さ
れ
ざ
る
行
為
〜
北
朝

鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
の
悲
劇
」

な
ど※

申
込
不
要
。

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

人

権
啓
発
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
５
６
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
３
、
Ｅ
メ
ー
ルjin

k

en
k
eih
a
ts
u
@
city
.h
i

g
a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

特
設
人
権
相
談

市
内
の
人
権
擁
護
委
員
（
表

参
照
）
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

や
悩
み
ご
と
な
ど
の
人
権
相
談

に
応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

１２
月
７
日
�
〜
９

日
�
午
後
２
時
〜
４
時

◇
と
こ
ろ

市
民
会
館
４
会

議
室◇

問
合
せ
先

社
会
福
祉
協

議
会
内
人
権
擁
護
委
員
会

０
６（
６
７
８
９
）７
２
０
１
、

�
０
６（
６
７
８
９
）２
９
２
４

「
世
界
人
権
宣
言
」
が
国
連
で
採
択
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
て
、
毎
年
１２
月
１０
日
は
「
人
権

デ
ー
」、
１２
月
４
日
か
ら
１０
日
ま
で
は「
人
権
週

間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

気象予報士・
正木明さん

市
役
所
本
庁
舎
の
一
部
窓

口
業
務
を
試
行
開
設
し
ま
す
。

手
続
き
の
際
に
は
、
運
転

免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健

康
保
険
証
な
ど
本
人
が
確
認

で
き
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

他
市
町
村
や
警
察
署
な
ど

へ
の
確
認
や
問
合
せ
が
必
要

な
場
合
は
、
取
扱
い
が
で
き

な
い
と
き
や
手
続
き
が
完
了

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
く
わ
し
く
は
担
当
課
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
開
設
日
時

１１
月
２６
日

	
午
前
９
時
〜
正
午

◇
開
設
場
所

市
役
所
本

庁
舎
２
階
、
３
階

取
扱
い
業
務

【
住
民
関
係
】

戸
籍
届
、
住
民
異
動
届
、

外
国
人
登
録
申
請
、
印
鑑
登

録
な
ど
の
届
出
や
住
民
票
、

印
鑑
証
明
な
ど
の
各
種
証
明

書
交
付
な
ど

◇
問
合
せ
先

市
民
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
７
２
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
４【

国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
関
係
】

加
入
・
脱
退
・
変
更
の
申

請
や
各
種
療
養
費
の
給
付
申

請
、
保
険
料
の
納
付
・
相
談

な
ど◇

問
合
せ
先

▽
医
療
保

険
室
資
格
給
付
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
６
７
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
４

▽
医
療
保
険
室
保
険

料
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
０
７

【
医
療
助
成
関
係
】

乳
幼
児
や
障
害
者
な
ど
の

医
療
費
助
成
に
か
か
る
医
療

証
の
申
請
お
よ
び
療
養
費
の

申
請
な
ど

◇
問
合
せ
先

医
療
助
成

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

６
６
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
５

【
こ
ど
も
の
手
当
関
係
】

子
ど
も
手
当
や
児
童
扶
養

手
当
な
ど
の
申
請

◇
問
合
せ
先

国
民
年
金

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

６
５
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
５

【
市
税
関
係
】

市
税
の
各
種
証
明
書
発
行

や
納
付
・
相
談
・
申
告
受
付

・
申
請
受
付
・
閲
覧
・
届
出
、

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小

型
特
殊
自
動
車
の
登
録
・
廃

車
◇
問
合
せ
先

▽
税
制
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
１
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

１
０

▽
市
民
税
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
３
５
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
９

▽
固
定
資
産
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
４
３

〜
４
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
１

▽
納
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
４
７

〜
５
２
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
８

◇

◇

◇
試
行
開
設
に
か
か
る
問

合
せ
先

政
策
推
進
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
０
１
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

２
６

「仕事のことで相談したい」「在留資

格について知りたい」など、専門家に

よる相談を多言語で行います（秘密厳

守・予約不要）。通訳言語は英語、韓国

・朝鮮語、中国語、スペイン語、ポル

トガル語、ベトナム語、タイ語、フィ

リピノ語です。

とき １２月１１日�正午～午後４時３０
分（受付は午後４時まで） ところ 夢

広場（布施駅前） 内容 在留資格、保

険、年金、労働、子育て、健康、教育

など暮らしに関する情報の提供や相談

■問合せ先 文化国際課国際情報プ

ラザ ０６（４３０９）３３１１、�０６（４３０９）３８２３

今
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

に
使
っ
た
市
長
交
際
費
は
、

表
の
と
お
り
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
本

庁
舎
１
階
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

◇
閲
覧
時
間

午
前
９
時

〜
午
後
５
時
３０
分
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

◇
問
合
せ
先

秘
書
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
０
０
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

４
７

市長交際費執行状況（平成２３年度上半期）
金額（円）
１５８，０００

１１３，９００

１３，７４５

３０，０００

０

２１，０００

３３６，６４５

件数
２３

２２

１

３

０

１

５０

項 目
会費など

敬弔費

謝礼など

賛助金など

賄料など

その他（記念品料）

合 計

市内の人権擁護委員
電話番号

０６（６７８１）００７４

０７２（９８２）０７８３

０６（６７２４）４７４１

０６（６７８１）０２４３

０６（６７２１）５４５７

０６（６７８３）２６６４

０６（６３６５）５０３９

０６（６７２１）８８１０

０６（６７４６）６７８０

０７２（８７０）２７６７

０７２（９８７）８４６７

０６（６７８３）０１２２

０７２（９６２）０３２０

０７２（９８５）６２５４

０７２（９８２）０３９１

０６（６７８２）５０９６

０６（６７２３）５９９０

０７２（９６３）５５７０

０７２（９６１）４１４１

０６（６７４６）２２３６

０７２（９８２）３０９５

０７２（９６１）４８１１

氏 名
稲田眞一

長谷川弘子

江浦保

森田茂

大里信昭

茨木延夫

祝前俊宏

安西勝美

冨士博良

石原健治

市口一枝

中西英二

今西博嗣

藤川和江

浅田勝

濱田全眞

秋山佐智子

小島孝

安達彦行

池畑静江

西田順子

妹尾紀美子

ベストスコア６９で日本一
にも輝いた中尾優月さん

文
化
・
体
育
の
振
興
に
貢
献

市長交際 費 を
公開しています

中尾姉妹が全国大会で大活躍
めめざざせせププロロゴゴルルフファァーー

ベストスコア７０でプロゴルフ
ァーをめざす中尾春陽さん

全
国
大
会
で
第
３
位
の
好
成
績
を
収
め
た

石
切
中
学
校
ラ
グ
ビ
ー
部

外国人のための
１日相談サービス in東大阪

全
国
大
会
へ
出
場
し
、
銅
賞
を
受
賞
し
た

孔
舎
衙
中
学
校
合
唱
部

名
誉
市
民
・
司
馬
�
太
郎
さ
ん

（
司
馬
�
太
郎
記
念
財
団
提
供
）

司司馬馬��太太郎郎記記念念館館がが１１００周周年年

１２
月
４
日
〜
１０
日
は
人
権
週
間

尊
重
し
合
い
、
支
え
あ
お
う

功功績績をを後後世世にに伝伝ええるる

小学校５年生（人権作品集）

その気持ち 一言いえば 伝わるよ�
勇気を出して 伝えよう�

世界的な建築家・安藤忠雄さん
が設計した司馬�太郎記念館
（司馬�太郎記念財団提供）

市
役
所
本
庁
舎
の
一
部
窓
口
業
務

第
４
土
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す

侵入盗対策～家の周りは夜間でも明るくし、見通しのよい環境にしましょう ―東大阪市治安対策本部―

（６）平成２３年１１月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年１１月１５日（７）
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その他のつづき

展示室・和室・茶室などを貸出
市民美術センター

�時来年４月３日�～８月５日�（特
別展などの期間を除く） �対美術、書
道、工芸、文学、茶花道、手芸などの

発表・展示会 �内第１～３展示室、和
室、茶室、会議室 ※使用料が必要。

会議室のみの利用は不可。 �申１２月１
日�～７日�午前１０時～午後５時に直
接（月曜日は休館） ※申込多数の場

合は抽選。申込締切後に空き施設があ

るときは、１月５日�から再度受付（申
込先着順）。

�所�申�問市民美術センター ０７２（９６４）

１３１３、�０７２（９６４）１５９６

資金繰りを支援します
中小企業向け制度融資を拡充

府では、取引企業の倒産や売上げの

著しい減少などにより、経営に支障を

きたしている中小企業者（原則全業種

８２業種）の資金繰りを支援する制度融

資「経営安定資金」（セーフティネット

保証５号）を１０月以降も引き続き実施

します。また、円高の影響により売上

高などが減少している中小企業者も利

用できるよう、次の要件を新たに追加

しました。

�国が指定する業種の事業を行い、
円高の影響により原則最近１か月間の

売上高などが前年同月比で１０％以上減

少、かつその後２か月を含む３か月間

の売上高などが前年同期比で１０％以上

減少することが見込まれること

経営安定資金の申込みは、本市の認

定を受けることが必要です。なお、認

定を受けたことにより融資が確定する

ものではありませんので、くわしくは

お問合せください。

�問経済総務課分室内金融相談窓口
０６（６７４８）７２７５、�０６（４３０９）２３０３

インターネット・不動産公売

市では、市税の確保と納税の公平性

を図るため、滞納処分を行っており、

次のとおりインターネット公売と不動

産公売を実施します。くわしくは市ホ

ームページをご覧ください。

【インターネット公売】
ヤフー�が提供する官公庁オークシ
ョンシステム上で公売します。 公売
物件 車、フードカッターなど 公売
方法 せり売り方式 申込期限 １１月

１７日�午後１１時 入札期間 １１月２５日�
午後１時～２７日�午後１１時 売却決定
日 １１月２８日�午前１０時 買受代金納
付期限 １２月５日�午後２時３０分
【不動産公売】
公売物件 中鴻池町一丁目の宅地・

家屋など 公売方法 期日入札 公売
日 １１月３０日�午前１１時～１１時２０分（受
付は午前１１時１５分まで） 公売場所
市役所本庁舎２２階会議室

◇ ◇

�問納税課 ０６（４３０９）３１５３、�０６（４３０９）
３８０８

新たにつどいの広場を開設
コロボックル

市では、子育

て中の親子が気

軽に集いながら

遊んだり、友達

を作ったりでき

る施設「つどい

の広場」を設置しています。

このほど、つどいの広場「コロボッ

クル」を新たに開設しました。子育て

に関する講習会や子育て相談にも応じ

ていますので、ぜひご利用ください。

�時月曜日～金曜日午前１０時～午後３時
（祝日を除く） �所今米１―８―１８
�問�つどいの広場「コロボックル」

０７２（９６６）８１１８ �子育て支援課 ０６

（４３０９）３３０２、�０６（４３０９）３８１７

市内企業の優れた製品をＰＲする

「東大阪ブランド」は、販路拡大な

どに利用していただいています。

東大阪ブランドの認定は、ナンバ

ーワン・オンリーワン・プラスアル

ファ（高付加価値）製品を基準に審査。

現在、認定している製品を企業名

５０音順で紹介していきます。

【�ユーコン】
�所在地	西鴻池町２
�問合せ先	０６（６７４３）２２２０
ＯＥＭ受注下請け（配線組立）、自

社製品の製造。

�ぬきラク
（プラグ外し補
助具）（プラスア
ルファ製品）

指先で軽く引

っ張るだけで簡単にコンセントから

プラグが外せる補助具。こまめに使

用することで節電はもちろんＣＯ２削

減にもつながり、コードの破損、コ

ンセントからの発火防止にも役立ち

ます。

【ロブテックス】
�所在地	四条町
�問合せ先	０７２（９８０）１１１１
作業工具、切削工具、電設・油圧

工具の製造販売。

�ハイブリッド
モンキレンチ（オ
ンリーワン製品）

手になじむ薄さ

のモンキレンチ

で、狭い場所での作業や薄型ボルト

ナットの使用も可能。カラーは全６

色展開で、同じ口開きの従来品より

約６０％も軽く、手の疲れを軽減します。

【�カツロン】
�所在地	下小阪３
�問合せ先	０６（６７２１）７１１５
合成樹脂異形押出成形品の製造。

�ターフパ
ーキング（駐
車場用緑化資
材）（オンリー
ワン製品）

３次元押出成形で製造した芝生の

保護と支持用の駐車場緑化資材プレ

ート。１００％リサイクル樹脂を使用し

ており、エコマーク認定を受けてい

ます。

【�カワキタ】
�所在地	荒川２
�問合せ先	０６（６７２３）０００２
生活雑貨の企画、製造、販売。

�メタフィス
brillo（プラスア
ルファ製品）

デザイナーと

連携して開発し

た携帯用折りたたみ式歯ブラシ。デ

ザイン性だけでなく、使いやすさな

どの機能面にもこだわっています。

ほかにも、イプセコロール（プラ

スアルファ製品）も認定しています。

くわしくは東大阪ブランド推進機

構ホームページ（http���www.higas
hiosakabrand.jp�）をご覧ください。
�問モノづくり支援室内東大阪ブラ

ンド推進機構事務局 ０６（４３０９）３１７７、

�０６（４３０９）３８４６

人権法律相談
いずれも午後１時～４時で予約制 �

第２火曜（荒本人権文化センター）	０６
（６７８８）７４２４、�０６（６７８８）２４５６�第４火
曜（長瀬人権文化センター）	０６（６７２０）
１７０１、�０６（６７２９）９１７１
女性のための相談
【イコーラム】�面接相談（予約制）
	火・木・土曜（５週目を除く）午前１０
時～正午、午後１時～４時（第４火曜は

午後６時～８時も・休館の場合第３火曜）

０７２（９６０）９２０５、�０７２（９６０）９２０８�電話
相談	火～日曜午前１０時～午後５時 ０７２

（９６０）９２０６、�０７２（９６０）９２０８�労働相
談（予約制）	第２土曜午後１時３０分～４
時２０分 ０７２（９６０）９２０５、�０７２（９６０）９２０８
福祉なんでも相談
【市民プラザ】コミュニティソーシャ
ルワーカーが相談に応じます。いずれも

午後１時３０分～４時で予約不要 ０６（４３０９）

３１８１、�０６（４３０９）３８１５（健康福祉企画課）
�日下	第３水曜日�四条	第１火曜日
�中鴻池	第１金曜日�若江岩田駅前	
第１月曜日�楠根	第３木曜日�布施駅
前	第１水曜日�近江堂	第１木曜日

消費生活相談
【消費生活センター】月～金曜午前９

時３０分～午後５時（電話相談は午後４時

までで、来所相談は予約制） ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５
弁護士による法律相談
【本庁市民相談室】１週間前から電話

で受付。月・水・金曜午後１時～４時、

第２火曜午後５時～８時（申込先着１６人）

０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１
【巡回法律相談・リージョンセンター】
１週間前から電話で受付。いずれも午後

１時～４時（申込先着８人） ０６（４３０９）

３１０４、�０６（４３０９）３８０１ �日下	奇数月
の第２火曜�四条	第２・４木曜�中鴻
池	偶数月の第４火曜�若江岩田駅前	
第１・３木曜�楠根	偶数月の第２火曜
�布施駅前	第１・３火曜�近江堂	奇
数月の第４火曜

司法書士による相談
【本庁市民相談室】第３木曜午後２時

～３時３０分（当日先着８人） ０６（４３０９）

３１０４、�０６（４３０９）３８０１
行政書士による相談
【本庁市民相談室】相続、遺言の作成

など。第１火曜午後１時～４時で予約不

要 ０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１
交通事故相談
【交通対策室】月・火・水・金曜午前
９時～午後４時で予約制 ０６（４３０９）３２

２３、�０６（４３０９）３８３６

教育・子育て相談など
【教育センター（教育・発達）】月～金
曜、土曜（月２回）午前９時～午後５時３０分

で予約制 ０６（６７２７）０１１３、�０６（６７２９）８２６１
【子どもの悩み相談（保護者・市民専

用）】月～土曜午前９時～午後９時（土曜
は午後５時まで） ０６（６７８２）７８６７

【いじめ・悩み１１０番（子ども専用）】
月～土曜午前９時～午後９時（土曜は午

後５時まで） ０６（６７３２）０１１０

【すこやかテレホン】�月・火・木・金
曜午後５時～８時�日曜、祝日午前９時
～午後５時 ０６（６７２１）９１７４、�０６（６７２１）
９８７４

【休日・夜間子育て相談ダイヤル】�
平日	午後５時３０分～翌日午前９時�土
・日曜、祝日	２４時間 ０７２（９６１）０１７８（�
兼用）

【子育て支援センター】�来所相談（予
約制）	月曜（鴻池）、火曜（長瀬）、水曜（あ
さひっこ）、木曜（荒本）午前９時３０分～午

後４時�電話相談	月～土曜午前９時～
午後５時３０分 ０６（６７４８）８２５２、�０６（６７４３）
０５７７（鴻池）・０６（６７２８）１８００、�０６（６７２８）
２４１３（長瀬）・０７２（９８０）８８７１、�０７２（９８５）
１０５５（あさひっこ）・０６（６７８８）１０５５、�０６
（６７８８）２５９７（荒本）

そう だん

よみかき相談
げつ きんよう ご ぜん じ ご ご じ ぷん

月～金曜午前９時～午後５時３０分 ０６
ファクス しゃかいきょういく

（４３０９）３２７９、�０６（４３０９）３８３５（社会教育
か

課）

若者の自立・就労相談
【本庁市民相談室】職業紹介・あっ旋

は行いません。�若者自立のための相談
（予約制）	第２木曜午前１０時～午後５
時 ０７４４（４４）２０５５、�０７４４（４４）２０５６
（学校法人神須学園）�青年の就労・自
立のための相談	第４木曜午前１０時～午
後５時 ０６（６７８７）２００８、�０６（６７８７）
２０１８（東大阪若者サポートステーション）

パート・労働問題の相談
職業紹介・あっ旋は行いません。�月

～金曜午前９時～午後４時（労働雇用政

策室）	０６（４３０９）３１７９、�０６（４３０９）
３８４６�月・水・金曜午前９時～午後５時
（ユトリート東大阪）	０６（６７２１）６０００、
�０６（６７２１）１２１２
就職が困難な方の雇用・就労相談
【就労支援センター】職業紹介・あっ

旋は行いません。いずれも月～金曜午前

９時～午後４時 �永和	０６（６７８８）４５８０、
�０６（６７８８）４５５５�意岐部	０６（６７８４）５８１１、
�０６（６７８４）５８２２�長瀬	０６（６７２７）１９２０、
�０６（６７２７）１９２５
医療相談
【地域健康企画課】医療機関利用のた

めの相談に応じます。月～金曜午前１０時～

午後４時 ０７２（９６０）３８０１、�０７２（９６０）３８０６
【市立総合病院産婦人科】女性の健康

上の悩みに応じます。水曜午後１時～４

時３０分で予約制 ０６（６７８１）５１０１、�０６
（６７８１）２２７１

※いずれも無料。休日と祝日は行い
ません（すこやかテレホン、子育て
相談ダイヤルを除く）。

定定 例例 相相 談談

�ナンバーワン・オンリーワン・プラスアルファ

大阪ブランド

未来を切り開け

東

（８）平成２３年１１月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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クリスマスコンサート

�時１２月１１日�午後２時～３時３０分
�対市内在住、在勤（いずれか）の方
�定２００人（当日先着順） �内岩井ゆき子
さん（ピアノ・ボーカル）による「リ

ズム・リズム・リズム」

�所�問グリーンパル（中鴻池）０６（６７４７）
１５９２、�０６（６７４４）２７４８

親子で遊ぼう

�時１２月１７日�午前９時３０分～１１時３０
分 �定２０組（申込先着順） �内講演「絵
本の魅力を味わいましょう」東大阪大

学こども研究センター長・吉岡眞知子

さん、自由遊び、絵本の読み聞かせな

ど �申１１月１７日�から電話で
�所�申�問東大阪大学こども研究センタ

ー ０６（６７８２）２８２１（�兼用）
�問子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、�

０６（４３０９）３８１７

歩 こ う 会

�時１１月２９日� ☆はすの広場（近江

堂）に午前９時集合、田辺聖子文学館

で正午解散 �対市内在住、在勤（いず
れか）の２０歳以上の方 �定３０人（申込先
着順） �内近大原子力研究所―近大前商

店街―樟徳館 �申往復ハガキに行事名、
住所、氏名、年齢、電話番号を書いて、

１１月１８日�（必着）までに郵送
�申�問〒５７７・０８１７近江堂３―１２―１５ はす

の広場 ０６（６７３０）０８４０、�０６（６７３０）５７２３

農産物品評会

市内の農家が作った花き生産物を品

評し、入賞者を発表します。 �時１１月
１８日�午前９時～午後４時 �所市役所
本庁舎１階ロビー

�問農政課 ０６（４３０９）３１８０、�０６（４３０９）
３８４６

はなし

露の都さんのお噺と
アルハープコンサート

�時１２月５日�午後１時～３時 �対市
内在住の６０歳以上の方 �定５０人（申込
先着順） �内悪質商法あれこれと落語、
アルハープコンサート＆体験会など

�申１１月１５日�から
�所�申�問高井田老人センター ０６（６７８９）

３７５１、�０６（６７８９）９１７４

市民美術センターの催し

【そうさく展】
創作講座修了生が制作した水彩画や

パステル画などの作品を展示します。

�時１２月７日�～１１日�午前１０時～午後
５時（１１日は午後３時まで）

【ひるさがりロビーコンサート】
クリスマスソングを楽しみませんか。

�時１２月１７日�午後１時３０分～２時１５分
（開場は午後１時） �内サンタ☆マリ
アによるピアノ演奏とコーラス「もろ

びとこぞりて」「ジングルベル」など

◇ ◇

�所�問市民美術センター ０７２（９６４）

１３１３、�０７２（９６４）１５９６

音楽フェスティバル

�時１２月４日�午後１時３０分～４時
�対市内在住、在勤（いずれか）の方
�定１２０人（当日先着順） �内日本民謡愛
好会による「津軽じょんがら節」、小部

修さんと松浦峰代さんによるサックス

・ピアノ演奏「涙そうそう」など

�所�問ゆうゆうプラザ（日下） ０７２

（９８６）９２８４、�０７２（９８６）９２９３

屋敷林の保全活動

今米特別緑地保全地区にある屋敷林

の保全活動に参加しませんか。 �時１１
月２９日�（雨天中止） ☆今米公園に

午後１時３０分集合、午後３時解散 �対
市内在住、在勤、在学（いずれか）の

１８歳以上の方 �内竹林の整理・清掃活
動など �持作業ができる服・靴、軍手、
飲み物 �申１１月２１日�までに電話で
�申�問みどり対策課 ０６（４３０９）３２２７、

�０６（４３０９）３８３６

宅 建 相 談

�時１１月２２日�午前１０時～午後２時
�所市役所本庁舎１階相談室 �定１０人（当
日先着順） �内不動産に関するもの
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

年金相談・国民年金保険料納付相談

国民年金保険料を未納のまま放置す

ると、将来年金が受給できないことが

あります。納付できない方は相談して

ください。 �時１２月１日�午前１０時～
正午、午後１時～４時 �所市役所本庁
舎１階相談室 �持国民年金手帳または
基礎年金番号がわかるもの ※ねんき

ん定期便があれば、より具体的な相談

に応じることができます。

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�０６
（４３０９）３８０５

検察審査員に選ばれたらご協力を

検察審査員は、国民の代表として不

起訴になった事件を審査し、捜査が不

充分であったり、検察官の判断が正し

くないと思ったりする場合に、事件を

再検討します。検察審査会では１１人の

審査員が審査します。審査員は、選挙

人名簿の中からクジで選ばれます。選

ばれたときは協力をお願いします。

なお、検察審査会制度を紹介したＤ

ＶＤを貸し出しています。

�問大阪検察審査会事務局 ０６（６３１６）

２９８３、�０６（６３６３）１２４０

傍聴しませんか
外国籍住民施策懇話会・
高齢者福祉専門分科会

【外国籍住民施策懇話会】
�時１１月２２日�午後２時～４時 �所市
役所本庁舎８階会議室 �定５人（抽選）
�内外国籍住民施策に関する意見など
�申ハガキに行事名、住所、氏名、電話
・ファクス番号を書いて、１１月１７日�
（必着）までに郵送（ファクスまたは

Ｅメールも可） ※当選者にのみ連絡。

�申�問〒５７７・８５２１市役所文化国際課
０６（４３０９）３１５５、�０６（４３０９）３８２３、�
bunkoku@city.higashiosaka.lg.jp

【社会福祉審議会高齢者福祉専門分
科会】
�時１１月２８日�午後２時～４時 �所市
役所本庁舎１８階研修室 �定５人（抽選）
�内高齢者保健福祉計画・介護保険事業
計画に関する審議 �申ハガキに審議会
名、住所、氏名、電話・ファクス番号

を書いて、１１月２２日�（必着）までに郵
送（ファクスまたはＥメールも可）

※当選者にのみ連絡。

�申�問〒５７７・８５２１市役所高齢介護課
０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８、�
koreikaigo@city.higashiosaka.lg.jp

市税の口座振替にご協力を

市税（個人住民税の普通徴収分、固

定資産税・都市計画税）の納付には、

口座振替をご利用ください。

預貯金口座のある市税取扱金融機関

（阿波・徳島銀行を除く）または郵便

局に、通帳、届出印、納税通知書を持

参すると手続きができます。なお、口

座振替依頼書は市内の市税取扱金融機

関などにあります。また、市ホームペ

ージからダウンロードもできます。

�問納税課 ０６（４３０９）３１４７、�０６（４３０９）
３８０８

個人事業税第２期分
納期限は１１月３０日

個人事業税第２期分の納期限は１１月

３０日�です。８月に送付した納付書で
納付してください。納付書を紛失した

方は再発行しますので、お問合せくだ

さい。

納税には便利で安心・安全な口座振

替制度の利用をお願いします。

�問大阪府中河内府税事務所 ０６（６７８９）

１２２１、�０６（６７８９）７４４２

ドリーム２１の臨時休館

機器の点検とプラネタリウムソフト

の入れ替えのため、１２月６日�と７日
�は臨時休館します。なお、プラネタ
リウムは引き続き９日�まで休止し、
１０日�から冬の新番組「しょこたんの
星空ツアー 飛び出せ�宇宙へ」を投
影します。また、「HAYABUSA～B

ACK TO THE EARTH～帰還バージ

ョンＤＣ版」の投影期間を延長します。

投影時間や料金などくわしくはドリー

ム２１ホームページ（http���www.drea
m21.higashiosaka.osaka.jp�）をご覧
ください。

�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２
（９６２）０８１０

複数の業者を装って、言葉巧みに

社債や未公開株などを契約させる「劇

場型詐欺」と呼ばれる商法が横行し

ています。

【相談事例】
突然名前も聞いたことのないＡ社

から「Ｂ社の水源地に関する資料が

届いていないか」と電話があり、届

いていないと話すと「届いたら連絡

して欲しい」と言われた。数日後Ｂ

社から資料が届いたのでＡ社に連絡

すると「当社が探していた水源地の

権利を購入できる資料で、選ばれた

個人しか購入できない権利だ。高く

買い取るので数口購入して欲しい」

と言われ、言われたままＢ社と契約

したが、その後両社とも連絡が取れ

なくなった。

【アドバイス】
相談事例のほかにも、権利（レア

アース、金鉱山、老人ホームの利用

権など）や両替がほとんどできない

外国通貨など、詐欺まがいの取引の

相談も相次いでいます。社債や未公

開株を販売できるのは登録を受けた

証券会社と発行会社だけです。この

ようなトラブルに巻き込まれないた

め、次のことに気をつけましょう。

�電話や訪問による勧誘などにすぐ
に応じない �取引の内容が理解で
きないときは契約しない �過去に
投資トラブルにあった人は「損失を

取り戻せる」などと勧誘される二次

被害に注意

一度業者に代金を支払うと、取り

戻すのは困難です。「あなただけ特別」

といううまい話はありません。また

「今日中に振り込まないと他の人に

権利が移る」などと契約を急がされ

る場合は、特に慎重に対応しましょ

う。怪しいと思ったら、契約する前

に相談してください。

�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

～緊急度レベル★★★★★

劇場型投資詐欺に
ご注意�

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年１１月１５日（９）
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まなぶのつづき

パソコン教室

オリジナルカレンダーを作ります。

�時１２月３日�、１０日�午後２時３０分～
４時３０分 �対全日程参加でき、ウイン
ドウズの基本操作ができる方 �定１１人
（抽選） �料３，０００円 �持筆記用具
�申ハガキに教室名、住所、氏名、年齢、
電話番号を書いて、１１月２６日�（必着）
までに郵送（ファクスも可）

�所�申�問〒５７７・０８３２長瀬町３―７―４０ 長

瀬青少年センター ０６（６７２７）１２００、�
０６（６７２９）９７８７

ちょこっとレクチャー
ビデオな１日

２００４年アテネオリンピックの女子ハ

ンドボール決勝で、名勝負を繰り広げ

た韓国チームの苦難の道のりを描いた

実話に基づく映画「私たちの生涯最高

の瞬間」を鑑賞します。女性アスリー

トが葛藤を乗り越え、夢に向かうエネ

ルギーを感じる作品です。 �時１２月１３
日�午後１時３０分～４時 �対市内在住、
在勤、在学（いずれか）の方 �定４０人
（当日先着順） ※１歳６か月～就学

前幼児の保育あり（１人３００円で定員１０

人・１２月６日�までに要申込）。
�所�問イコーラム（男女共同参画セン

ター）０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７

子育て援助・依頼会員養成講座

ファミリー・サポート・センターで

は、「子育てを援助したい」援助会員と

「子育てを援助して欲しい」依頼会員を

募集しています。地域で子育てを支え

合う援助・依頼会員になりませんか。

�時１１月２５日�午後１時～４時３０分
�所総合福祉センター �対�援助会員�
自宅での保育や送迎ができる心身とも

に健康な２０歳～７０歳の市内または近隣

市在住の方 �依頼会員�おおむね３
か月～１０歳の子どもがいる保護者 �定
１５人（申込先着順） �内事業概要の説
明、子どもの健康と発達、現在の子育

て環境と求められる支援 �持筆記用具
※当日登録希望者は、２．５�×３�の写
真２枚、印鑑、自宅周辺地図Ａ４サイ

ズ１枚も。 �申ハガキに講座名、会員
種別（援助会員または依頼会員）、住所、

氏名、年齢、電話番号を書いて、１１月

２４日�（必着）までに郵送（電話また
はファクス、直接も可）

�申�問〒５７７・００５４高井田元町１―２―１３
ファミリー・サポート・センター ０６

（６７８５）２６２５、�０６（６７８９）５６１１

父子でクリスマス料理を作ろう

プロのシェフとクリスマス料理を作

る男性のための講座です。 �時１２月１８
日�午前１０時～午後２時 �所くすのき
プラザ（若江岩田駅前） �対市内在住の
小学生と男性の保護者（祖父も可） �定
１２組（１組につき子ども３人まで・抽

選） �講レストランふれんちん代表・白
山登茂和さん �料１組１，５００円（子ども
２人目から５００円ずつ追加） �持エプロ
ン、三角巾 ※１歳６か月～就学前幼

児の保育あり（１人４００円・定員１０人）。

�申ハガキに講座名、受講動機、住所、
参加者全員の氏名、年齢、電話・ファ

クス番号、保育の有無（保育希望の子

どもの氏名・生年月日も）を書いて、

１２月１１日�（必着）までに郵送（電話
またはファクス、直接、Ｅメールも可）

�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�
ikoramu@nifty.com

綿くり・綿うち・糸つむぎ

鴻池新田会所で収穫した綿を使い、

糸ができるまでを体験します。 �時１１
月１９日�午前１０時～午後３時 �料小・
中学生２００円（午前中は無料）、高校生

以上の方３００円

�所�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）６４０９、

�０６（６７４４）７４９８

つながり・支え合う地域づくり
講演会とパネルディスカッション

すべての人が地域の中で自分らしく

暮らし続けていける地域や社会をつく

っていきませんか。 �時１１月２７日�午
後１時３０分～５時 �所クリエイション
・コア東大阪南館３階 �定３７０人（申込
先着順） �内講演「最期まで自宅で暮ら
せる町へ～いきがいを貫く人生」さわ

やか福祉財団理事長・堀田力さん、パ

ネルディスカッションなど �申行事名、
住所、氏名、職業、電話・ファクス番

号を１１月１８日�までにファクスで
�申�問NPO法人ナルク東大阪・大東拠
点「めざめ」 ０９０（７３４８）４７５０、�０７２
（９６２）５４７５

�申高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�０６
（４３０９）３８４８

リズム体操教室

�時�所�１１月１５日�、２２日�午前１０時３０
分～１１時３０分�市民ふれあいホール
�１１月１７日�・２４日�午後７時～８時、
１１月１９日�・２６日�午前１０時～１１時１５分
�東体育館 �対女性 �持運動ができ
る服、室内用シューズ ※登録後、年

１，０００円、月２，０００円の料金が必要。

�申�問東大阪リズム体操協会「澤村」
０７２（９８４）００３５

�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）３２８２、

�０６（４３０９）３８３５

来年１月から３月までの水泳教室

と文化・スポーツ教室の第３期会員

を募集します。開催教室やとき、対

象などは表のとおりです。持ち物な

ど、くわしくは東大阪アリーナホー

ムページ（http���www.hos�arena.
com�）をご覧ください。
�申往復ハガキ（１人１枚）に教室名、
希望曜日（水泳教室は第２希望まで、

水泳経験の有無も）、住所、氏名、生

年月日、年齢（学生は学年も）、性別、

電話番号を書いて郵送 ※水泳教室

の申込みは１１月２４日�（必着）まで
（抽選）。文化・スポーツ教室の申込

みは現在受付中（申込先着順）。申込

みが少ない教室は中止する場合があ

ります。マンツーマン指導はできま

せん。ロッカー、駐車場代が別途必

要。

�所�申�問〒５７７・０８０４中小阪４―７―６０
東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�
０６（６７２６）１９９４

水 泳 教 室
回
数

１０

１１

１２

料 金

中学生以下の方

８，０００円

高校生以上の方

１２，０００円

月・水曜日は
１２，６００円

木・金曜日は
１０，５００円

定員

１０人

１０人

１０人

１０人

１０人

１０人

１０人

１０人

１５人

１０人

２０人

対 象

平成１７年４月
２日～平成１９
年４月１日生
まれの方

小学生

小・中学生

１８歳以上の方

１８歳以上の女
性

１８歳以上の方

高校生以上の
方

１８歳以上の方

４泳法で２５ｍ
以上泳げる方

と き

午後３時３０分
～４時３０分

午後４時３０分
～５時３０分

午後５時３０分
～６時３０分

午前１１時
～正午

午前１１時
～正午

午後２時
～３時

午後１時３０分
～２時３０分

午後７時３０分
～８時３０分

午前１０時
～１０時４５分

午後７時３０分
～８時１５分

午後６時３０分
～８時３０分

月・水・木・金曜
日の４コースから
選択

木曜日

水・金曜日の２コ
ースから選択

木曜日

月・水・金曜日の
３コースから選択

月・金曜日の２コ
ースから選択

水曜日

木曜日

月・水・木・金曜
日の４コースから
選択

教室名

幼児

小学生

小・中学生

はじめてス
イミング

レディース
	
レディース



成人	

成人


アクアビク
ス

育成クラス

回
数

１１

１３

１０

１３

１２

１３

１３

１３

１３

１３

１３

１２

６

１３

１４

８

１３

１６

１６

１４

１３

１５

８

１１

４

料 金

１１，０００円

９，１００円

各１５，７５０
円

１４，３００円

１３，２００円

１４，３００円

９，１００円

１４，３００円

１３，０００円

１３，０００円

１６，９００円

１３，０００円

１２，０００円

６，０００円

１３，０００円

１４，０００円

６，０００円

２０，４７５円
※ポンポン代
が別途必要。

１６，０００円

１６，０００円

１８，２００円

１３，０００円

１５，０００円

８，２００円

各１７，５００
円

４，０００円

定員

１０人

２０人

２０人

２０人

６人

１０人

２０人

５人

２組

１０人

１０人

３０人

１５人

１５人

２０人

１０人

１５人

１０人

２０人

１０人

１０人

１０人

１５人

１５人

１５人

１５人

１０人

２０人

対 象

１６歳以上の方

小学校３年生～
６年生

小学校１年生～
３年生

小学校４年生～
６年生

１６歳以上の方

小学校３年生～
中学生

小学校３年生以
上とその保護者

１６歳以上の方

１８歳以上の方

出産後、１か月
健診終了後の方

４歳～小学校３
年生の女子

１８歳以上の方

３歳以上の方
（保護者同伴可）

と き

午前１０時～１１時３０分

午後５時１０分
～６時４０分

午後６時～７時２０分

午後７時３０分
～８時５０分

午後５時１０分
～６時４０分

午前１０時～１１時３０分

午後７時～８時３０分

午後５時１０分
～６時４０分

午後７時～８時３０分

午前１０時～１１時３０分

午後７時～８時３０分

午前１０時３０分
～１１時３０分

午後１時～２時

午後２時３０分
～３時３０分

午前１１時～正午

午前９時３０分
～１０時３０分

午後１時～２時

午後５時１０分
～６時２５分

午前９時４５分
～１０時４５分

午前１１時～正午

午後７時３０分
～８時３０分

午前１０時～１１時３０分

午後１時～２時

午前１０時～１１時

午後１時５０分
～２時５０分

午後３時～４時

午後１時３０分
～２時３０分

月曜

木曜

金曜

月曜

木曜

月曜

水曜

木曜

月曜

水曜

木曜

木曜

金曜

水曜

金曜

土曜

教 室 名

成人女子バスケット
教室

ミニバスケット教室

大阪エヴェッサバス
ケット教室

成人バドミントン

成人バドミントンＢ

成人バドミントンＡ

少年少女バドミント
ン

親子バドミントン

成人卓球Ａ

成人卓球Ｂ

成人ソフトテニス

操体法

はじめてのヨガ

フラメンコエクササ
イズ

太極拳

健美操

ママのエアロビクス

大阪エヴェッサチア
ダンス教室

姿勢矯正ピラティス

ルーシーダットンヨガ

タイ式ハーブヨガ

ハワイアンフラ

ウェーブストレッチ

四柱推命

入門

初級

こどもフラワーアレ
ンジメント

韓国語

文化・スポーツ教室新しいこと 始めませんか
水泳・文化・スポーツ教室

東 大 阪 ア リ ー ナ

（１０）平成２３年１１月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



����������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ���������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ホームステイ受入れファミリー

ニュージーランドからの短期留学高

校生のホームステイ受入れファミリー

を募集します。

受入期間 来年１月２２日�～３１日�
（９泊１０日） 受け入れる留学生 １５人

（１４歳～１７歳の男子７人・女子８人）

※１家庭につき２人以上（同性）の受

入れが望ましい。費用は受入家庭が負

担。書類選考あり。 �申応募用紙に必
要事項を書いて、１１月３０日�（必着）
までに直接または郵送 ※応募用紙は

特定非営利活動法人東大阪ノーサイド

クラブまたは文化国際課内国際交流協

会事務局で配布。東大阪市国際交流協

会ホームページ（http:��hoifa.com�）か
らダウンロードもできます。

【受入決定者説明会】
�時１２月９日�午後７時～８時 �所市

役所本庁舎１８階研修室

◇ ◇

�申�問�〒５７７・０８３１俊徳町２―７―２２ 東

大阪ノーサイドクラブ ０６（６７３０）５７５５、

�０６（６７２０）５４５５ �〒５７７・８５２１市役
所文化国際課内国際交流協会事務局

０６（４３０９）３１５５、�０６（４３０９）３８２３

社会福祉協議会職員

�対昭和５２年４月２日以降に生まれ、
社会福祉士の資格を取得または来年３

月までに取得見込みで、大学卒業程度

の学力がある方 �定３人程度 試験日
�第１次�１２月１０日� �第２次�来
年２月上旬 �申申込書に必要事項を書
いて、１１月１５日�～３０日�（必着）に
郵送または直接 ※申込書や要項は１１

月１５日�から社会福祉協議会で配布。
社会福祉協議会ホームページ（http��
�www.heartnet�hoshakyo.org�）から
ダウンロードもできます。

�申�問〒５７７・００５４高井田元町１―２―１３
社会福祉協議会 ０６（６７８９）７２０２、�０６
（６６１８）４５６６

障害者自立支援制度専門嘱託調査員

障害者自立支援法にかかる相談や障

害程度区分認定調査などを行う専門嘱

託調査員を募集します。

�対昭和２２年１月３日以降に生まれ、
ワード・エクセルができ、次のいずれ

かに当てはまる方 �ホームヘルパー
養成研修２級課程を修了している �
保健師または看護師、社会福祉士、介

護福祉士、介護支援専門員、精神保健

福祉士のいずれかの資格を取得してい

る �大学または大学院で社会福祉学
を専攻した �定１人 選考日 １２月１８

日� �申応募用紙に必要事項を書いて、
１２月９日�（必着）までに郵送または
直接 ※応募用紙や要項は１１月１６日�
から障害者支援室で配布。

�申�問〒５７７・８５２１市役所障害者支援室
０６（４３０９）３１８４、�０６（４３０９）３８１５

市立学校園の講師

市立学校園（幼稚園、小・中学校）

で欠員が出たときに講師として勤務で

きる方を募集しています。 �対教員免
許状を取得している方 �申履歴書に必
要事項を書いて直接 ※勤務条件など

くわしくはお問合せください。

�申�問教職員課 ０６（４３０９）３２７３、�０６
（４３０９）３８３８

保育の見学と子育て講演会

さまざまな遊びの中で考えたり、試

したりしながら好奇心やチャレンジ精

神を育む保育の見学会と講演会を開催

します。 �時�内１１月２２日��午前９時
３０分～１０時１５分�保育見学 �午前１０時
２５分～１１時４５分�講演「幼児期から育
む学びの基礎～身の回りの『さんすう』

とあそび」神戸親和女子大学准教授・

亀岡正睦さん �所北宮幼稚園 �定１００人
（申込先着順） ※２歳以上の未就園

児の保育あり（定員３０人）。 �申電話ま
たはファクスで

�申�問教育センター ０６（６７２７）０１１２、

�０６（６７２９）８２６１

健康料理教室

和のおせ

ちを作りま

す。 �時１２
月４日�午
前１０時３０分

～午後１時

３０分 �対市内在住、在勤（いずれか）
の方 �定１６人（抽選） �料１，０００円
�持エプロンなど �申往復ハガキに教室
名、住所、氏名、年齢、電話番号を書

いて、１１月２０日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７８・０９７５中鴻池町２―３―１３
グリーンパル（中鴻池） ０６（６７４７）

１５９２、�０６（６７４４）２７４８

消費生活講座

悪質商法から身を守る方法などを落

語で伝授します。 �時１１月３０日�午後
１時３０分～３時 �対市内在住の６０歳以
上の方 �定５０人（申込先着順） �内落
語家・露の都さんによる「悪質商法に

ダマされたらあかんで」、地域の相談窓

口についてなど �申１１月１５日�から電
話または直接

�所�申�問五条老人センター ０７２（９８５）

３７５１、�０７２（９８６）７５９２

子どもおもしろサイエンス

空気って重さがあるの？

空気の量り方を考えます。 �時１２月
１７日�午後２時～４時 �対市内在住、
在学（いずれか）の小学校３年生～６

年生 �定１２人（抽選） �持筆記用具、
ノート �申往復ハガキに教室名、住所、
氏名、年齢、学年、電話番号を書いて、

１１月３０日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７９・８０５４南四条町１―７ やま

なみプラザ（四条） ０７２（９８８）３１０７

（�兼用）

歴史講演会

�時�内�１１月１９日��継体大王と今城
塚古墳 �１２月３日��伴林光平と陵
墓の研究～瓢�山の周辺 ☆いずれも

午後２時～３時３０分 �定各９０人（当日
先着順）

�所�問発掘ふれあい館（埋蔵文化財セ
ンター） ０７２（９８３）２３４０、�０７２（９８２）
９４１１

ドリーム２１の教室

【ものづくり教室】
身近な材料を使ってクリスマスグッ

ズを作ります。 �時１２月１０日�午後１
時３０分～３時３０分（受付は午後１時か

ら） �対４歳以上の方 �定３０人（当日
先着順） �料１００円
【パソコン教室】
オリジナルカレンダーを作ります。

�時１２月１７日��Ａコース�午前１０時～
正午 �Ｂコース�午後２時～４時
※いずれも同じ内容。 �対小学校３年
生～６年生 �定各１０人（市内在住・在
学を優先して抽選） �料５００円 �申往復
ハガキに教室名、コース名、住所、氏

名、学校名、学年、電話番号を書いて、

１２月２日�（必着）までに郵送（Ｅメ
ールも可）

◇ ◇

�所�申�問〒５７８・０９２３松原南２―７―２１ ド

リーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２（９６２）
０８１０、�kyositu@dream21.higashio
saka.osaka.jp

朗読ボランティア養成講座

対面朗読や朗読技術を学んでボラン

ティア活動に参加しませんか。 �時１２
月２日～来年２月２４日の金曜日午前１０

時～正午（１２月２３日と３０日を除く計１１日

間） �所総合福祉センター �対市内在
住、在勤（いずれか）の方 �定３０人（申
込先着順） �料２，０００円
�申�問ボランティア・市民活動センタ
ー ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）２９２４

市民ふれあいホールの教室

【３０分フィットネス】
�時火・金・土曜日午前９時～正午の

間の３０分間 �対１８歳以上の女性 �定各
２０人 �料１回５００円
【ジュニアテニス教室】
�時�対土曜日�午前９時～１０時�幼稚
園児、小学校１年生～３年生 �午前
１０時～１１時�小学生 �午前１１時～正
午�小学生 ※いずれも計４日間。

�定各１０人 �料月３，１５０円
【ボール体操教室】
�時金曜日午前１１時１５分～正午（計４
日間） ※初回に体験会あり。 �対１８
歳以上の女性 �定２５人 �料月３，１５０円
【リラックスヨガ教室】
�時火曜日午後１時～２時、金曜日午

前１０時～１１時（各計４日間） �対１８歳
以上の女性 �定各４０人 �料月３，１５０円

◇ ◇

※いずれも申込先着順。 �持動きや
すい服・靴、室内用シューズ、タオル、

飲み物

�所�申�問市民ふれあいホール ０７２（９８２）

６５６３、�０７２（９８２）２７６８

水道料金や下水道使用料、し尿処

理手数料を納めることが困難で、減

免基準に当てはまる方は、平成２４年

度の納付額の一部を減免します。な

お、生活保護世帯の減免はできませ

ん。

申請の受付日や場所は、表�のと
おりです。

�対所得基準額（表�）以下の世帯
減免額 �水道料金�基本料金の半

額 �下水道使用料�基本料金 �
し尿処理手数料�普通便槽の手数料
の８割 �持申請する各料金の領収書
（水量のお知らせでも可）、印鑑 ※

平成２３年１月２日以降に転入した方

は平成２３年度の所得証明書が必要。

�問�水道料金�お客様サービス課
０６（６７２４）１２２１、�０６（６７２１）２３７４
�下水道使用料�業務課 ０６（４３０９）

３２５１、�０６（４３０９）３８２７ �し尿処理
手数料�環境整備課 ０６

（４３０９）３２０２、�０６（４３０９）
３８１７

表� 所得基準額
平成２２年中の世帯
全員の総所得金額
の合計

１２５万円

１５８万円

１９１万円

※１人増すごとに３３万円加算

世帯
人数

１人

２人

３人

表� 受付日・場所

ところ

くすのきプラザ（若江岩田駅前）

市民会館大集会室

はすの広場（近江堂）

グリーンパル（中鴻池）
ゆうゆうプラザ（日下）

東体育館

ももの広場（楠根）

☆いずれも午前１０時～午後３時

とき

１１月２２日�
２４日�
２５日�

２８日	

２９日�
３０日�

水道料金・下水道使用料・し尿処理手数料

減免申請を受け付けます

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年１１月１５日（１１）
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あさひっこ

【小麦粉から粘土を作って遊ぼう】
�時１１月２５日�、３０日�午前１０時～１１
時 �対１歳以上の乳幼児とその保護者
�定各１２組（申込先着順） ※材料費が必

要。 �申１１月１５日�午前１０時から電話で
【大人のメニューから離乳食】
�時１２月１日�午前１０時～１１時 �対０

歳児とその保護者 �定１０組（申込先着
順） ※材料費が必要。 �申１１月１６日
�午前１０時から電話で
【地域の人といっしょに遊ぼう】
桜町自治会の人と交流します。サン

タさんがクリスマスプレゼントを持っ

てきてくれるかも。 �時１２月６日�、
７日�午前１０時３０分～１１時３０分 �対就
学前乳幼児とその保護者 ※申込不要。

【自然の素材で遊ぼう】
どんぐりでコマや木の枝を使って鉛

筆を作ります。 �時１２月８日�午前１０
時～１１時 �対２歳以上の幼児とその保
護者 �定１５組（申込先着順） �申１１月
１６日�午前１０時から電話で
【オルゴールコンサート】
�時１２月９日�午前１０時～１０時３０分、
午前１１時～１１時３０分 �対就学前乳幼児
とその保護者 �定各２０組（申込先着順）
�申１１月２４日�午前１０時から電話で

◇ ◇

�所�申�問あさひっこ（旭町子育て支援セ
ンター）０７２（９８０）８８７１、�０７２（９８５）１０５５

荒本子育て支援センター

【エコ・ティッシュケースを作ろう】
�時１１月２１日�午後１時３０分～３時
�所荒本子育て支援センター �対２歳以
上の幼児とその保護者 �定２５組（申込先
着順） �申１１月１６日�午後１時から電話で
【給食試食会】
�時１１月２８日�午前１０時３０分～正午
�所荒本子育て支援センター �対１歳６
か月以上の乳幼児とその保護者 �定１０
組（申込先着順） �料１人１５０円 �申１１
月１６日�午後３時から電話で

【みんなでおやつタイム】
�時１１月２８日�、１２月２日�午後１時

３０分～３時 �所荒本子育て支援センタ
ー �対１歳６か月以上の乳幼児とその
保護者 �定各３０組（申込先着順） �申
１１月１８日�午前１０時から電話で
【保育付き子育て相談】
�時１２月５日�午前１０時～１１時 �所荒

本子育て支援センター �申１１月２１日�
午後１時から電話で

【子育てサークル交流会】
�時１２月５日�午後１時３０分～３時

�所荒本子育て支援センター �申１１月２１
日�午後１時から電話で
【ハッピークリスマス会】
�時�所�１２月９日��荒本人権文化セ
ンター �１６日��ももの広場（楠根）
☆いずれも午前１０時～１１時 �申１１月２８日
�午後１時から電話で
【よちよちタイム】
�時１２月９日�・１６日�午後１時３０分

～３時３０分、１９日�午前９時３０分～１１時
３０分 �所荒本子育て支援センター �対
よちよち歩きの１歳児とその保護者

※申込不要。

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

長瀬子育て支援センター

【簡単ピザを作ろう】
�時１１月２２日�午後２時～３時 �所長
瀬子育て支援センター �対２歳６か月
以上の幼児とその保護者 �定１２組（申
込先着順） ※材料費が必要。 �申１１
月１６日�午後１時から電話で
【親子でパラバルーン�】
�時１１月２８日� ☆金岡公園に午前１０

時集合、午前１１時解散 �対就学前乳幼
児とその保護者 �申１１月１８日�午後１
時から電話で

【秋のミニミニ劇場】
�時１１月２９日�午前１１時～正午 �所長

瀬子育て支援センター �対就学前乳幼
児とその保護者 ※申込不要。

【クリスマスコンサート】
�時１２月５日�午前１０時３０分～１１時３０分
�所長瀬青少年センター �対就学前乳幼
児とその保護者 �定１５０組（申込先着順）
�申１１月２２日�から午前１０時～午後５時
に電話で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

鴻池子育て支援センター

【クリスマスコンサート】
�時１２月９日�午前１０時３０分～１１時３０
分 �所グリーンパル（中鴻池） �対就
学前乳幼児とその保護者 �持お茶、靴
を入れるビニール袋 �申１１月２８日�～
１２月７日�に電話または直接

【紙粘土で作ろう】
アンパンマンキーホルダーと小物入

れを作ります。 �時１１月２５日�午前９時
３０分～１１時３０分 �所鴻池子育て支援セ
ンター �対３歳以上の幼児とその保護
者 �定１５組（申込先着順） �料１組５０円
�持牛乳パックなど土台になるもの �申
１１月１８日�午後１時３０分～５時に電話
で

【ふたご交流会】
�時１２月２日�午前１０時～１１時３０分
�所鴻池子育て支援センター �対就学前
のふたご・みつごとその保護者 �内ミ
ニミニ・クリスマス会 ※申込不要。

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

本市出身の現代美術作家「パラ

モデル」といっしょにプラレール

（鉄道のミニチュア玩具）でアート

を完成させませんか。 �時１２月１７
日�午後１時～４時 �所東大阪ア
リーナ �対３歳以上の方 ※小学

生以下は保護者同伴。 �定３０人（市
内在住・在勤・在学を優先して抽

選） �申ハガキに行事名、参加人数、
住所（市外在住の方は在勤または

在学の区分も）、氏名、参加者全員

の年齢、電話番号を書いて、１１月

２５日�（必着）までに郵送
�申�問〒５７７・８５２１市役所文化国際
課 ０６（４３０９）３１５５、�０６（４３０９）３８２３

【プロフィール】パラモデル
本市出身の林泰彦さん（４０歳）と中野裕介さ

ん（３６歳）から成るアートユニット。「パラモデ
ル：世界や心のさまざまな部品から組み立てる
詩的な模型／設計図」をコンセプトに作品を制
作しています。

子どもが「不慮の事故」で死亡するケ

ースが多くなっています。国が調査し

た年齢別の死因順位でも５歳から９歳

までで第１位、１歳から４歳までで第２

位、０歳児で第４位となっており、ど

の年代においても上位になっています。

不慮の事故の多くは、風呂場や階段

など家庭内で発生しています。子ども

は成長とともに行動範囲が広がってい

くことを理解し、子どもの事故を防ぐた

め、周囲の環境を安全に整えましょう。

８０％以上が家庭内で発生�
子どもに多い水の事故

水に溺れる事故は重症になる可能性

が非常に高く、注意が必要です。特に

乳幼児は頭が重いため浴槽や洗濯槽を

のぞき込んでそのまま転落することが

あり、底に溜まったわずか１０	ほどの
水位でも溺れることがあります。

子どもが事故に遭わないよう、次の

ことに注意してください。 �子どもの
入浴時は１人にしない �浴室のドア
は必ず閉め、外鍵をかける �入浴後
はお湯を抜く �便器の使用後は必ず
ふたを閉め、トイレのドアも閉める

�洗濯槽に水を溜めたままにせず、ふ
たを閉める �洗濯機の近くに踏み台
になるものを置かない �洗面器やバ
ケツに水やお湯を溜めたままにしない

乳幼児が溺れてしまっても、飲んだ

水を多少吐き、大声で泣いて意識がは

っきりしているようであれば大丈夫で

す。濡れた服を脱がせ、体を温かくし

てようすを見てから、念のため小児科

を受診してください。呼吸や意識がな

いときはすぐに救急車を呼びましょう。

市や府では、子どもの急な事故など

に対応できるよう表のとおり相談に応

じていますので、活用してください。

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�
０７２（９６０）３８０９

（表）子どもの事故連絡先
備 考

休日の緊急診療

テレフォンサービス

小児科救急医療体制はお問合せください

たばこや家庭用品（化学物質）を飲み込んだと
きの緊急相談〈２４時間〉
※異物誤飲や食中毒、慢性の中毒、常用量の医
薬品服用時の副作用は受け付けていません。

たばこの誤飲などに関する相談〈２４時間・テ
ープ案内〉

相談する人がいないときや対処の仕方が分か
らないときの相談〈午後８時～翌朝午前８時〉

医療機関案内や救急医療相談窓口〈２４時間〉

電 話 番 号

０６（６７８９）１１２１

０６（６７８７）０１２３

０６（６７８１）５１０１

０７２（７２７）２４９９

０７２（７２６）９９２２

プッシュ回線：＃８０００
ダイヤル回線：０６（６７６５）３６５０

プッシュ回線：＃７１１９
ダイヤル回線：０６（６５８２）７１１９

連 絡 先

休日急病診療
所

市立総合病院

大阪中毒１１０
番

たばこ専用回
線

大阪府小児救
急電話相談

救急安心セン
ターおおさか

Let'ｓ play the plarail withparamodel vol.3�paramodel�photo:paramodel

"パラモデル"といっしょに
アートを作ろう

子子育育てて支支援援セセンンタターーのの催催しし
※車での来場はご遠慮ください

知って防ごう�子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももももももものののののののののののののののののののの事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故
家庭でできることから対策を

（１２）

記号の見方 �時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など �申申込み先・応募先など �問問合せ先

平成２３年１１月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り


